
「広報のと」12月号の印刷費は一部当たり 33円です。

今
年
を
笑
い
飛
ば
す
。

中
榮
敏
郎
医
師
は
、
金
沢
大
学
医
学
部
第
二

外
科
出
身
。
大
学
時
代
は
教
授
の
信
頼
が

厚
い
優
秀
な
外
科
医
だ
っ
た
と
い
う
。
上
町
の
開

業
医
で
あ
っ
た
父
親
の
跡
を
継
い
で
開
業
し
、
昭

和
27
年
9
月
か
ら
昭
和
46
年
6
月
ま
で
宇
出
津
病

院
の
院
長
を
務
め
た
。
厳
し
い
人
格
で
、
時
に
は

若
い
医
師
や
看
護
師
を
怒
鳴
り
つ
け
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
常
に
患
者
を
大
切
に
し
て
き
た
。

　

医
師
の
す
ご
さ
は
医
師
に
し
か
分
か
ら
な
い
。

中
榮
医
師
と
共
に
勤
務
し
た
経
験
を
も
ち
、
後
に

金
沢
医
科
大
学
呼
吸
器
内
科
教
授
と
な
っ
た
大
谷

信
夫
医
師
は「
先
生
の
臨
床
家
と
し
て
の
見
識
は
、

大
学
で
は
経
験
で
き
な
い
ほ
ど
幅
広
く
、
深
い
も

の
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
の
臨
床
医
と
し
て
の
原
点

は
、
中
榮
先
生
と
の
巡
り
合
い
な
し
に
は
考
え
ら

れ
な
い
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
若
い
医
師
に
も
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
言
い
切
る
。

執刀する中榮院長（写真右）
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11 月 7 日に行われた石川県指定無形民俗文化財「鵜川
のイドリ祭り」は、当番が作ったもちをイドリ（けなす
の意味）合う奇祭。稲作の象徴であるもちをけなし、笑
い飛ばすことで翌年の勤労を誓い、豊作を祈願する。

中な

か

榮え

敏と

し

郎ろ

う

院
長

（
平
成
5
年
11
月
10
日
没
・
享
年
82
）

宇
出
津
病
院
の
礎
を
築
い
た
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地
域
医
療
の

危
機

全
国
の
自
治
体
病
院
で『
医
師
不
足
』を
原
因
と
し
た

縮
小
や
閉
鎖
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
医
療
を
支
え
、
命
を
守
っ
て
き
た

公
立
宇
出
津
総
合
病
院
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

知
ら
な
い
、
関
係
な
い
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

地
域
医
療
は
自
分
た
ち
の
健
康
、
生
命
に
か
か
わ
る

大
切
な
問
題
な
の
だ
か
ら―

。

崩
壊
す
る
自
治
体
病
院

　

自
治
体
病
院
の
崩
壊
が
連
日
の
よ

う
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て

い
る
。
平
成
18
年
に
財
政
破
た
ん
し

た
北
海
道
夕
張
市
の
夕
張
市
立
総
合

病
院
は
、
当
時
39
億
円
の
※
1

一
時

借
入
金
を
抱
え
、
病
院
自
体
も
倒
産

状
態
だ
っ
た
。
１
７
１
床
の
総
合
病

院
は
※
２

公
設
民
営
の
運
営
と
な
り
、

19
床
の
有
床
診
療
所
と
40
床
の
老
人

保
健
施
設
に
な
っ
た
。

　

経
営
破
た
ん
の
要
因
に
は
①
医
師

不
足
に
よ
る
診
療
科
の
崩
壊
②
看
護

師
不
足
③
人
口
の
減
少
や
立
地
条
件

④
職
員
の
危
機
意
識―

な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
夕
張
市

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う

な
課
題
を
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
病
院
が
抱
え
て
い
る
。

　

夕
張
以
外
に
も
今
年
9
月
30
日
に

診
療
を
休
止
し
た
千
葉
県
銚
子
市
の

銚
子
市
立
総
合
病
院
（
３
９
０
床
）

は
医
師
の
激
減
に
よ
り
急
激
に
経
営

が
悪
化
。
入
院
患
者
は
転
院
、
職
員

は
再
就
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

減
少
す
る
能
登
北
部
の
医
師

　

石
川
県
は
2
次
医
療
圏
（
医
療
を

提
供
す
る
地
域
的
単
位
）
と
し
て
①

能
登
北
部
②
能
登
中
部
③
石
川
中
央

④
南
加
賀―

の
４
つ
を
設
定
し
て
い

る
。
平
成
18
年
度
末
の
医
師
数
は

２
９
８
０
人
で
人
口
10
万
人
当
た
り

で
は
全
国
11
位
と
い
う
高
水
準
。
し

か
し
そ
の
75
％
が
石
川
中
央
に
集
中

し
、
能
登
北
部
に
は
１
１
１
人

（
3
・
7
％
）
の
医
師
し
か
い
な
い
。

　

石
川
県
医
療
計
画
（
平
成
20
年
4

月
策
定
）
で
は
、
能
登
北
部
の
医
師

の
配
置
に
つ
い
て
「
安
定
的
、
継
続

的
な
確
保
は
大
変
困
難
な
状
況
（
中

略
）
医
療
機
関
相
互
の
機
能
分
担
と

連
携
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
掲
げ
て
い
る
。

　

銚
子
市
立
病
院
は
1
年
間
で
13
人

の
医
師
が
次
々
に
退
職
。
医
師
確
保

に
奔
走
し
て
き
た
病
院
長
も
「
懸
命

に
努
力
し
頑
張
っ
て
き
た
が
、
精
神

的
に
も
疲
れ
、
燃
え
尽
き
た
」
と
い

う
理
由
で
、
任
期
を
残
し
て
退
職
届

を
提
出
し
た
と
い
う
。

医
師
不
足
の
原
因

　

な
ぜ
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る

の
か
。
最
大
の
原
因
は
平
成
16
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
※
3

新
臨
床
研
修
制

度
の
導
入
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
今

ま
で
自
治
体
病
院
に
医
師
を
派
遣
し

て
い
た
大
学
病
院
で
も
医
師
が
激
減

し
、医
師
の
引
き
揚
げ
が
行
わ
れ
た
。

自
治
体
病
院
に
医
師
の
補
充
は
な

く
、
残
っ
た
医
師
の
負
担
は
増
え
、

結
果
退
職
し
て
い
く
と
い
う
事
態
が

生
じ
た
。
医
師
が
自
治
体
病
院
か
ら

退
職
し
て
い
く
原
因
は
ほ
か
に
も
、

激
務
で
あ
る
仕
事（
長
い
労
働
時
間
、

低
い
報
酬
）、
患
者
側
の
問
題
（
コ

ン
ビ
ニ
受
診
、
医
療
訴
訟
の
増
大
）

や
行
政
・
住
民
と
の
溝
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

【
用
語
解
説
】

※
１
一
時
借
入
金･･･

予
算
内
の
支
出
を

す
る
た
め
に
一
時
的
に
借
り
入
れ
る
も
の

※
２
公
設
民
営･･･

行
政
（
自
治
体
）
が

施
設
を
設
置
し
、
運
営
を
民
間
に
委
託
す

る
形
式

※
３
新
臨
床
研
修
制
度･･･

新
人
医
師
が

専
門
分
野
に
進
む
前
に
、
初
期
診
療
な
ど

臨
床
医
と
し
て
の
基
本
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
2
年
間
研
修
す
る
制
度
。
研
修
先
と

な
る
病
院
は
新
人
医
師
が
選
び
、
病
院
側

の
希
望
と
つ
き
合
わ
せ
る
「
マ
ッ
チ
ン
グ

方
式
」
で
決
定
さ
れ
る

能登北部医療圏（人口 81,568 人）
（輪島市、珠洲市、穴水町、能登町）
医師数：111 人
薬剤師数：104 人
看護職員数：812 人

能登中部医療圏（人口 142,463 人）
（七尾市、羽咋市、志賀町、宝達志
水町、中能登町）
医師数：243 人
薬剤師数：201 人
看護職員数：1,853 人

石川中央医療圏（人口 710,692 人）
（金沢市、かほく市、白山市、
野々市町、津幡町、内灘町）
医師数：2,244 人
薬剤師数：1,844 人
看護職員数：9,392 人

南加賀医療圏（人口 237,068 人）
（小松市、加賀市、能美市、川北町）
医師数：382 人
薬剤師数：335 人
看護職員数：2,782 人

データは石川県医療計画より抜粋

能登北部医療圏の４自治体病院の医師数

病　院　名
常勤医師数 へき地医療

拠点病院平成 15 年度 平成 20 年度 差引

市立輪島病院 17 人 14 人 △ 3人 ○

珠洲市総合病院 17 人 14 人 △ 3人 ○

公立宇出津総合病院 14 人 12 人 △ 2人

公立穴水総合病院 15 人 12 人 △ 3人 ○

計 63 人 52 人 △ 11 人

◉特集

い　

の　

ち

と 
り 
で

生
命
の
砦

―
 

地
域
医
療
を
守
る ―
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赤
字
を
抱
え
る
自
治
体
病
院

　

全
国
約
１
０
０
０
の
公
立
病
院
の

う
ち
7
割
以
上
が
赤
字
経
営
で
、
特

に
自
治
体
病
院
の
赤
字
割
合
が
高

い
。
自
治
体
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
過

疎
地
や
へ
き
地
な
ど
の
民
間
医
療
機

関
の
立
地
が
困
難
な
地
域
で
の
医
療

の
提
供
、
救
急
・
小
児
・
周
産
期
な

ど
の
不
採
算
部
門
の
医
療
の
提
供
な

ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　

宇
出
津
病
院
も
同
様
に
、
地
域
医

加
・
確
保
②
経
費
削
減
・
抑
制
③
設

備
投
資
④
事
業
規
模
・
事
業
形
態
の

見
直
し―

な
ど
に
分
類
し
て
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
や
そ
の
実
施
時

期
、
効
果
額
を
議
論
し
て
い
る
。

医
療
資
源
の
効
率
的
な
活
用

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
す
経
営
の
効

率
化
の
中
身
は
、
経
営
指
標
に
か
か

る
数
値
目
標
の
設
定
と
※
３

病
床
利

用
率
が
過
去
3
年
間
連
続
で
70
％
未

満
の
病
院
の
病
床
数
見
直
し
な
ど
。

　

宇
出
津
病
院
の
過
去
3
年
間
の
病

床
利
用
率
は
平
成
17
年
度
か
ら
68
・

１
％
、
67
・
６
％
、
64
・
６
％
と
い

ず
れ
も
70
％
を
下
回
り
、
現
在
の

１
８
８
床
（
一
般
病
床
）
と
い
う
病

床
数
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

策
定
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
る
小

森
和
俊
病
院
長
は
「
病
床
数
を

１
２
０
床
ぐ
ら
い
に
減
ら
し
、
現
在

の
3
病
棟
を
2
病
棟
に
縮
小
す
る
と

い
う
案
を
委
員
会
で
検
討
し
て
い

る
。
使
わ
れ
て
い
な
い
病
床
を
削
減

す
る
も
の
で
、
医
療
の
質
が
低
下
す

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
話
す
。

　

今
後
も
持
続
可
能
な
医
療
を
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
病
床
だ
け
で

は
な
く
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
い

か
に
効
率
よ
く
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
病
院
改
革

　

平
成
19
年
12
月
24
日
、
総
務
省
は

「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
公
表
し
、各
自
治
体
に
通
知
し
た
。

自
治
体
病
院
の
破
た
ん
は
地
域
医
療

の
崩
壊
を
意
味
す
る
。
自
治
体
病
院

の
厳
し
い
状
況
を
改
革
し
、
地
域
医

療
の
崩
壊
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
の
措

置
だ
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、

地
方
公
共
団
体
は
平
成
20
年
度
内
の

病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
を
求
め
ら
れ

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
こ
の
改

革
を
機
に
あ
ら
た
め
て
公
立
病
院
と

し
て
の
役
割
を
見
直
し
明
確
化
す
る

こ
と
と
、
一
般
会
計
と
の
経
費
負
担

の
基
準
（
※
２

繰
出
基
準
）
を
設
定

す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
さ
ら

に
①
経
営
の
効
率
化
②
再
編
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
③
経
営
形
態
の
見
直
し

―

の
3
つ
の
視
点
で
改
革
を
推
進
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

具
体
的
な
改
革
内
容
を
協
議

　

宇
出
津
病
院
は
今
年
8
月
、
関
係

機
関
代
表
や
有
識
者
8
人
で
構
成
す

る
改
革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を
組

織
。
策
定
委
員
会
で
は
現
状
の
問
題

を
洗
い
出
し
、
問
題
点
を
①
収
入
増

過
疎
地
で
あ
る
奥
能
登
で
、
救
急
医
療
や
高
度
医
療
な
ど
地
域

に
必
要
な
医
療
を
担
っ
て
き
た
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
（
以

下
宇
出
津
病
院
）
は
、
ほ
か
の
多
く
の
自
治
体
病
院
と
同
様
に
赤
字

経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
襲
い
か
か
る
医
師
不
足
、

看
護
師
不
足
と
い
う
波
。
今
後
も
安
定
的
・
持
続
的
に
医
療
を
提
供

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
、
そ
の
現
状
を
探
る
。

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

（人）
800

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

図２  公立宇出津総合病院の入院・外来患者数
1 日入院患者数　　　　1日外来患者数
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　この地域に不足している医
療は、公立病院である宇出津
病院が補う必要があります。
しかし、医師・看護師不足の
中で、不採算部門を担いなが
ら経営を改善するには限界が
あります。現在は県、能登北
部の公立病院、大学病院など
が集まり、今後の能登北部の
医療をどうするかという話し
合いも進められています。
　奥能登の人口は減っていま
すが高齢者は増えていますの
で、今後も適正な病床数を維
持しながら地域医療を守りた
いと考えています。

INTERVIEW

公立宇出津総合病院

山
や ま も り

森 景
け い じ

治 事務局長

公立病院として不採算部門を担う必要もある

（億円）
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図１ 公立宇出津総合病院の医業収益・費用、収支比率
医業収益　　　医業費用　　　医業収支比率

33.3 32.5 30.9 31.3 31.9 32.0 32.6 32.5 31.8 33.2

25.226.2 23.4 25.2 23.5 24.8 23.2
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表 1  医師数・看護師数の状況
H13 H16 H20 見込

常勤医師数 17 14 12
非常勤常勤換算 3.4 3.5 3.0
医師数合計 20.4 17.5 15.0
医師必要数 23.0 22.2 19.7
医師不足数 2.6 4.7 4.7
看護師 57 58 59
准看護師 40 39 32
看護師数合計 97 97 91
※医師必要数は患者数から計算する医療法上の標
　準医師数。看護師は今後 10 年間で約半数が定年
　退職を迎える。

療
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
が
、
そ
の
経
営
は
慢
性
的
な

赤
字
が
続
い
て
い
る
。

　

図
１
は
、
本
業
で
あ
る
医
業
で
の

も
う
け
を
表
す
医
業
収
益
、
医
業
に

か
か
る
経
費
で
あ
る
医
業
費
用
と
そ

の
比
率
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
。
医

業
収
支
比
率
を
見
る
と
、
年
度
内
に

4
人
の
医
師
が
退
職
し
た
平
成
13
年

度
か
ら
比
率
が
下
が
り
、
近
年
は

95
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

　

図
2
は
、
一
日
当
た
り
の
外
来
患

者
数
と
入
院
患
者
数
の
推
移
。
グ
ラ

フ
を
見
る
と
、
外
来
患
者
数
は
過
去

11
年
間
右
肩
下
が
り
で
減
少
し
、
入

院
患
者
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
は
医
師
や
看
護
師
の
減
少
も
影

響
し
て
い
る
（
表
１
）。

　

医
師
や
看
護
師
の
数
は
、
直
接
病

院
の
収
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
か

し
患
者
数
が
減
り
、
※
１

診
療
報
酬

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
続
い
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
現
場
の
頑
張
り
に

よ
っ
て
収
支
の
悪
化
が
食
い
止
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
分
か
る
。

【用語解説①】
※１診療報酬の改定･･･診療報酬と
は、病院などの保険医療機関が、行っ
た医療サービスの対価として受け取
る報酬のこと。診察や治療ごとに点
数が決められ 1点 10 円で計算され
る。改定はほぼ 2年に一度行われ、
平成 16 年は国民医療費との対比で
▲ 1％、平成 18 年は▲ 3.16％と過
去最大の下げ幅となり、病院経営に
大きな影響を及ぼしている。

地
域
医
療
の

現
状

【用語解説②】
※２繰出基準･･･地方公営企業の経
費の性質上、一般会計で負担すべき
経費を算定するための基準。
※３病床利用率･･･入院ベッドの利
用状況を表す数値で、入院患者延数
÷許可病床延数× 100 で算出する。
※４看護基準･･･入院患者に対する
看護師数を表すもの。10 対 1 は入
院患者 10 人に対して 1人の看護師
が実際に受け持っている状況。

　今年 5 月から※４看護基準
が13対1から10対１になり、
より手厚い看護ができるよう
になりました。しかし看護師
の数に余裕があるわけではな
く、みんなでカバーしあって
いるという状況です。
　宇出津病院は地域に根ざし
た看護を目指していますが、
かゆいところに手が届くよう
な看護をするためには、数が
必要です。地元から出ている
看護師が宇出津病院で働きた
いと思うような教育体制や職
場としての魅力を高めていき
たいと思っています。

INTERVIEW

地域に根ざした看護ができる病院として

公立宇出津総合病院

輪
わ じ ま

島 裕
ゆ う こ

子 主任看護師
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地
域
医
療
の

原
点

地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
、
住
民
の
健
康
、
生
命
を
守
り
続
け

て
き
た
宇
出
津
病
院
。
奥
能
登
唯
一
の
施
設
や
高
度
医
療
機

器
を
い
ち
早
く
そ
ろ
え
、
地
域
格
差
、
医
療
格
差
を
解
消
し
な
が
ら

住
民
本
位
の
医
療
を
提
供
し
て
き
た
。
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
。

礎
い
し
ず
え

を
築
い
た
中な
か
え榮

敏と
し
ろ
う郎

院
長

　

公
立
病
院
と
し
て
の
宇
出
津
病
院

の
起
源
は
昭
和
27
年
6
月
に
さ
か
の

ぼ
る
。
当
時
の
鳳
至
郡
東
部
八
カ
町

村
が
共
同
で
、
県
厚
生
農
業
協
同
組

合
連
合
会
の
病
院
を
買
い
受
け
て
宇

出
津
地
区
総
合
病
院
組
合
立
宇
出
津

病
院
が
発
足
。
診
療
科
６
科
、
病
床

数
90
床
の
木
造
の
建
物
だ
っ
た
。

　

27
年
4
月
か
ら
病
院
事
務
職
と
し

て
就
職
し
て
い
た
太
島
慶
子
さ
ん
は

「
職
員
は
全
部
で
40
人
く
ら
い
。
気

心
の
知
れ
た
仲
間
同
士
で
、
病
院
も

活
気
が
あ
り
ま
し
た
」
と
発
足
し
た

当
時
を
振
り
返
る
。

　

27
年
9
月
、
地
元
上
町
出
身
の
外

科
医
、
中
榮
敏
郎
医
師
が
院
長
と
し

て
招
し
ょ
う
へ
い聘

さ
れ
た
。
中
榮
院
長
は
退
職

す
る
46
年
6
月
ま
で
の
約
20
年
間
、

医
師
不
足
の
と
き
に
は
外
科
の
ほ
か

に
内
科
や
産
婦
人
科
ま
で
自
分
で
診

療
し
て
、
宇
出
津
病
院
を
守
り
、
地

域
医
療
を
支
え
て
き
た
。

　

43
年
か
ら
内
科
の
非
常
勤
医
師
と

し
て
宇
出
津
病
院
に
勤
務
し
た
大
谷

信
夫
医
師
は
、
中
榮
院
長
に
つ
い
て

「
医
療
の
仕
事
に
熱
心
で
、
厳
し
い

が
心
は
温
か
い
人
だ
っ
た
。
臨
床
に

強
く
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
」
と
語
る
。

　

31
年
に
は
、
看
護
師
を
補
う
た
め

に
奥
能
登
唯
一
の
准
看
護
学
院
を
開

設
、
地
元
の
学
校
の
先
生
や
病
院
の

医
師
・
看
護
師
が
講
師
と
な
っ
て
准

看
護
師
を
養
成
し
た
。

地
域
格
差
の
是
正
を
目
指
す

　

41
年
8
月
、木
造
建
物
の
老
朽
化
、

施
設
の
旧
式
化
か
ら
改
築
工
事
に
着

手
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
3

階
建
て
の
病
院
が
43
年
5
月
に
完
成

し
た
。

　

新
病
院
の
特
徴
の
一
つ
は
、
奥
能

登
唯
一
の
神
経
科
・
精
神
科
の
開
設
。

当
時
奥
能
登
に
は
全
国
水
準
を
上
回

る
患
者
が
い
る
と
さ
れ
、
珠
洲
市
や

輪
島
市
か
ら
も
多
く
の
患
者
が
治
療

に
訪
れ
た
。

　

45
年
5
月
に
は
、
肝
臓
病
の
権
威

で
あ
っ
た
金
沢
大
学
第
一
内
科
医
局

長
の
若
月
寿
之
助
医
師
を
副
院
長
と

し
て
招
聘
。
46
年
9
月
に
病
院
長
と

な
っ
て
か
ら
は
、
奥
能
登
で
初
め
て

の
人
工
透
析
設
備
を
導
入
す
る
な
ど

最
新
の
医
療
機
器
を
次
々
に
整
備

し
、
今
ま
で
七
尾
市
や
金
沢
市
で
し

か
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

地
域
格
差
の
解
消
を
目
指
し
た
。

外
科
系
病
院
と
し
て
確
立

　

平
成
3
年
4
月
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ

な
ど
、
最
新
の
医
療
機
器
を
備
え
た

新
病
院
の
改
築
が
完
了
す
る
。

　

小
森
和
俊
院
長
（
元
年
7
月
〜
現

在
）
は
「
奥
能
登
で
も
こ
れ
だ
け
の

高
度
医
療
が
で
き
る
と
い
う
も
の
を

目
指
し
た
」
と
語
る
。
そ
し
て
外
科

医
で
あ
る
小
森
院
長
を
中
心
に
外
科

系
病
院
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て

い
っ
た
。

1宇出津病院准看護学院戴
たいぼう

帽式（昭和
43 年）　昭和 31 年 4月から昭和 48 年 3
月まで、毎年奥能登各地から希望者が入
学し、100 人以上の「白衣の天使」を送
り出した。
2昭和 43 年 5月に改築が完成した宇出
津病院　当時奥能登唯一の神経科・精神
科を新設。昭和 53 年 7 月から総合病院
となった。
3昭和 28 年ころの宇出津病院　昭和
27 年 6 月、診療科 6、病床数 90 床で発
足した木造の病院。
4平成 3年 4 月に完成した現在の公立
宇出津総合病院　病院前に建立された石
碑には、益

ます た に

谷健
た け お

夫元能都町長の筆跡で「敬
事而信（事を敬して信あり）」と刻まれ
ている。

　昭和 27 年から 30 年あま
り、薬局事務員として勤務し
ました。開設当時、医師確保
のために数馬角

かくし

四事務長（の
ちの能都町長）が毎週のよう
に金沢大学病院の医局に通っ
ていたことが忘れられませ
ん。地元に病院があることは
年寄りにとって本当にありが
たいこと。絶対に病院がなく
ならないよう願っています。

INTERVIEW

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

開設当初から薬局事務として勤務

太
た じ ま

島 慶
け い こ

子 さん（崎山）
地元に病院があることは
本当にありがたい。

1

2

3

　中榮院長は臨床医として本
当に立派な医師でした。宇出
津病院を一人で支えた時期も
あって、それを支えたものは
先生の熱意と努力、そして地
域住民のサポートという地域
一体感だったと思います。地
域医療のあり方が叫ばれてい
る最近、中榮先生の足跡を改
めて顕彰することは大変意義
深いことと感じます。

INTERVIEW
元金沢医科大学教授

大
お お や

谷 信
の ぶ お

夫 医師（金沢市）
中榮院長が築いた伝統
を受け継いでほしい。

4
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開
業
医
の

視
点

父
の
跡
を
継
ぎ
開
業
医
へ

　

わ
た
し
の
父
親
は
開
業
医
で
、
ほ

か
の
診
療
所
が
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら

は
、
松
波
唯
一
の
診
療
所
と
し
て
、

地
域
の
医
療
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

父
親
は
昔
か
ら
心
臓
を
患
い
、
入

退
院
を
繰
り
返
し
て
昭
和
57
年
3
月

に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
、

当
時
の
内
浦
町
長
や
町
幹
部
の
方
が

わ
た
し
の
勤
務
し
て
い
た
金
沢
医
科

大
学
に
何
度
も
訪
ね
て
来
ら
れ
、
そ

の
真し
ん
し摯

に
地
域
を
思
う
熱
意
に
打
た

れ
て
古
里
で
の
開
業
を
決
意
し
ま
し

た
。
そ
の
後
1
年
間
は
、
大
学
に
籍

を
置
き
な
が
ら
医
院
と
大
学
を
往
復

す
る
と
い
う
日
が
続
き
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
声
を
聞
く

　

12
年
間
過
ご
し
た
大
学
病
院
時
代

は
、
循
環
器
内
科
を
専
門
と
し
て
い

い
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
は
一
面

偏
っ
た
部
分
も
あ
り
、
開
業
当
初
は

【ますや・かずひろ】升谷医院院長。
金沢大学医学部を卒業し、付属病
院第二内科に入局。昭和 50 年 4
月に金沢医科大学循環器内科へ。
昭和 57 年 3 月、父親の跡を継い
で升谷医院院長となる。松波小中
学校の学校医、松波保育園の園医
や町内企業の産業医も務める。

か
か
り
つ
け
医
と
病
院
の
連
携
が

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

升谷一宏 医師（松波）
●石川県医師会の理事を務める

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

地
域
医
療
の
最
前
線
の
医
師
と
し
て

や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
多
少
の
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
「
明
る
く
、
誠

実
に
、積
極
的
に
」を
医
院
モ
ッ
ト
ー

に
掲
げ
、
患
者
さ
ん
の
声
を
聞
く
こ

と
を
大
切
に
一
歩
一
歩
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

開
業
医
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
地

域
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
も
構
築
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
病
診
連
携

　

地
域
医
療
に
は
地
方
も
都
会
も
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
開
業

医
が
最
前
線
で
診
察
し
、
対
応
で
き

な
い
と
き
に
は
地
元
の
総
合
病
院
や

さ
ら
に
大
き
な
病
院
を
紹
介
す
る
と

い
う
連
携
が
大
切
で
す
。

　

松
波
は
珠
洲
と
の
つ
な
が
り
が
強

い
地
域
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
希
望

を
聞
い
て
、
宇
出
津
病
院
に
も
多
く

の
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
病
院
を
再
編
・
統
合
す
る

と
い
う
よ
う
な
流
れ
も
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
化
が
進
む
奥
能
登
で
は
通

院
な
ど
の
こ
と
も
考
え
る
と
現
在
存

在
す
る
４
つ
の
総
合
病
院
が
、
診
療

の
質
・
機
能
を
落
と
す
こ
と
な
く
維

持
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
と
し
て

　

わ
た
し
た
ち
開
業
医
は
、
患
者
さ

ん
の
価
値
観
や
人
生
観
を
踏
ま
え

て
、
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
治
療
の
流
れ
を
う
ま
く

つ
く
る
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
て
い

る
と
も
い
え
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
性
格
や
家
族
構
成
な

ど
も
理
解
し
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

受
け
な
が
ら
病
気
に
な
っ
た
と
き
に

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ら
れ
る

医
師
が
、
か
か
り
つ
け
医
で
す
。
い

き
な
り
大
き
な
病
院
で
診
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
は
、
地
域
医
療
の
崩
壊

を
招
く
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
し
、
患
者
さ
ん
自
身
の
た
め
に
も

な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

医
師
不
足
、
医
師
偏
在
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
る
地
方
の
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
、
地
元
の
方
々
に
満

足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
医
療
の
最
前
線
に
立
ち
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
立
宇
出
津
総
合
病
院
と
共
に
、
地
域
医
療
を
担
う
開
業
医
。

住
民
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
学
校
医
や
産
業
医
と
し
て
、

地
域
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
だ
。
今
回
、
二
人
の

開
業
医
に
地
域
医
療
に
対
す
る
思
い
や
課
題
を
聞
い
た
。

懐
か
し
い
思
い
出

　

わ
た
し
は
昭
和
30
年
か
ら
5
年

間
、
宇
出
津
病
院
の
副
院
長
・
内
科

医
長
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
宇
出

津
病
院
は
当
時
か
ら
地
域
医
療
の
中

核
と
し
て
た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
和
気
あ
い
あ

い
な
雰
囲
気
で
、
病
院
で
野
球
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
地
域
の
チ
ー
ム
と
対

戦
し
た
り
、商
工
会
が
主
催
す
る「
ミ

ス
宇
出
津
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
病
院
代

表
で
出
場
し
た
看
護
師
を
み
ん
な
で

応
援
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
病
院
の
桜
の
木
も
吉
野
桜
を
現

地
か
ら
取
り
寄
せ
て
、
わ
た
し
た
ち

が
植
樹
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
時
の
町
長
さ
ん
や
患

者
さ
ん
の
後
押
し
で
開
業
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

医
師
が
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ

　

そ
れ
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の

か
か
り
つ
け
医
に
徹
し
て
、
自
分
な

り
に
地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
医
師
は
生
涯
勉
強

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
講
演
会

に
出
た
り
、
文
献
を
読
ん
だ
り
し
て

自
分
の
知
識
を
高
め
、
そ
れ
を
患
者

【なおい・ながお】直井医院院長。
金沢大学医学部卒業後、昭和 30
年に宇出津病院に副院長（内科医
長）として赴任。昭和 36 年、直
井医院を開業する。能都北辰高校・
鵜川小中学校の学校医、しらさぎ・
神野保育所の園医、町内企業や団
体の産業医なども務める。

直井長朗 医師（宇出津）
●半世紀、地域の医療を見続けた

さ
ん
に
返
す
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

地
方
に
い
る
と
な
か
な
か
講
演
会
や

勉
強
会
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

に
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
し
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

医
師
が
地
方
に
来
た
が
ら
な
い
理

由
の
一
つ
が
、
自
分
、
そ
し
て
子
ど

も
の
教
育
と
い
う
問
題
も
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

病
院
、行
政
と
の
連
携
が
大
切

　

今
後
、
こ
の
地
域
の
医
療
で
最
も

大
切
な
こ
と
は
病
院
、
行
政
と
の
連

絡
・
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
開
業
医
が
軽

い
病
気
を
診
て
、
入
院
が
必
要
な
ら

ば
宇
出
津
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。
し

か
し
病
院
が
充
実
し
て
い
な
け
れ
ば

七
尾
や
金
沢
の
病
院
に
患
者
を
紹
介

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
医

療
の
た
め
に
は
、
ま
ず
宇
出
津
病
院

の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
し
て
学
校
医
や
園
医
、
健
診
・

予
防
注
射
な
ど
で
行
政
と
の
連
携
を

強
く
し
、
地
域
に
対
し
て
協
力
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

地
域
医
療
に
は
患
者
さ
ん
の
趣
味

や
習
慣
、
生
活
全
体
を
知
る
か
か
り

つ
け
医
は
絶
対
に
必
要
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
患
者
さ
ん
の
た
め
に
勉
強
し

て
自
分
を
高
め
、
地
域
医
療
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
の
た
め
に
は
、
開
業
医
が
病
院
、

行
政
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
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地
域
医
療
の

先
進
地

地
域
医
療
の
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機

地
域
医
療
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現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
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点

地
域
医
療
の
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進
地

地
域
医
療
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育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

医
療
過
疎
に
泣
い
た
町

　

か
つ
て
藤
沢
町
に
は
、
ベ
ッ
ド
数

30
床
の
県
立
藤
沢
病
院
が
あ
っ
た
。

昭
和
26
年
に
開
院
し
、
地
域
医
療
の

拠
点
と
し
て
住
民
の
健
康
と
生
命
を

守
り
続
け
た
が
、
医
師
の
都
会
志
向

が
深
刻
な
医
師
不
足
を
招
き
、
昭
和

43
年
3
月
に
廃
止
、
医
師
一
人
の
藤

沢
診
療
所
が
開
所
し
た
。

　

昭
和
57
年
、
藤
沢
町
は
や
が
て
訪

れ
る
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し

て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
元
化

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。
町
福
祉
医

療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
保
健
師
が

町
内
全
世
帯
を
訪
問
、
看
護
師
が
療

養
中
の
お
年
寄
り
を
一
軒
一
軒
回
っ

た
が
、医
師
の
確
保
は
困
難
を
極
め
、

土
台
と
な
る
医
療
の
充
実
を
図
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

藤
沢
町
民
は
病
気
の
苦
し
み
に
加

え
、
時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き

な
負
担
を
抱
え
な
が
ら
、
町
外
の
医

療
機
関
を
訪
ね
歩
い
て
い
た
。

　

昭
和
63
年
度
に
藤
沢
町
で
亡
く

な
っ
た
町
民
は
約
１
０
０
人
。
こ
の

う
ち
70
人
以
上
が
町
外
の
医
療
機
関

や
施
設
で
亡
く
な
っ
た
。

　
「
情
け
な
い
。
生
ま
れ
た
町
で
死

ぬ
こ
と
も
で
き
な
い
な
ん
て
」。

　

佐
藤
守
ま
も
る

町
長
（
当
時
）
は
、
こ

岩
手
県
藤ふ

じ
さ
わ
ち
ょ
う

沢
町
の
国
保
藤
沢
町
民
病
院
（
管
理
者
・
佐
藤
元も

と
み美

院
長
）
は
、
地
域
医
療
の
先
進
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

開
設
し
て
以
来
15
年
、
常
に
黒
字
経
営
を
続
け
、
平
成
18
年
に
は
全

国
優
良
自
治
体
病
院
と
し
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
総
務
大
臣
表
彰
も

受
賞
し
た
。
藤
沢
町
民
病
院
が
目
指
す
地
域
医
療
と
藤
沢
方
式
と
呼

ば
れ
る
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

の
現
実
に
が
く
ぜ
ん
と
な
っ
た
。

　
「
病
気
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
住

め
る
よ
う
な
町
で
な
け
れ
ば
、
本
当

の
古
里
と
は
い
え
な
い
」。

　

佐
藤
町
長
は
、
政
治
生
命
を
か
け

て
町
立
病
院
建
設
を
決
意
し
た
。

執
念
の
病
院
建
設

　

し
か
し
、
近
隣
自
治
体
に
は
県
立

病
院
が
あ
り
、
県
内
の
自
治
体
病
院

は
軒
並
み
赤
字
経
営
と
い
う
状
況
の

中
で
、
何
度
足
を
運
ん
で
も
県
の
理

解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
「
万
が
一
赤
字
に
な
っ
て
も
町
の

最
優
先
課
題
と
し
て
絶
対
に
支
え
て

み
せ
る
」
と
い
う
佐
藤
町
長
の
誠
意

と
情
熱
。「
病
院
建
設
を
町
の
最
優

先
課
題
と
す
る
」
と
い
う
議
会
の
強

い
意
志
は
「
病
院
建
設
運
動
」
と
し

て
町
を
挙
げ
て
の
運
動
と
な
り
、
少

し
ず
つ
県
側
の
心
を
動
か
し
た
。

　

加
速
す
る
運
動
と
は
裏
腹
に
、
医

師
の
確
保
は
困
難
を
極
め
、
県
内
外

の
病
院
や
大
学
に
訪
問
し
て
は
門
前

払
い
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

平
成
3
年
、
佐
藤
町
長
は
全
国
各

地
で
地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献
し
て

い
る
自
治
医
科
大
学
を
訪
ね
た
。
自

治
医
大
は
藤
沢
町
の
考
え
に
賛
意
を

示
し
、
各
地
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の

名
簿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

健康寿命を延ばし、元気な長寿
社会の実現を目指す
　

　長命と長寿は違います。生物学的な延

命を長命と呼ぶのに対し、生きがいや喜

びを見つけ、質の高い人生を送ることを

長寿といいます。

　年をとっても、人の手を借りずに生活

できることを「健康寿命」といいますが、

この健康寿命を延ばすことが地域医療の

究極の目的です。従来の「病気を治す医

療」に加え、「病気を予防する医療」を

実践し、元気な人を増やして長寿社会を

実現することがわたしたちの使命だと考えています。

　そのためには「病気を診る医療」から「暮らしを見る医療」への

転換が重要です。一人ひとりの生活に目を向けなければ、一時的に

病気は治せても病気を絶ったり、減らすことはできないのですから。

INTERVIEW

　

名
簿
の
中
か
ら
、
県
立
久く

じ慈
病
院

に
勤
務
す
る
佐
藤
元
美
医
師
を
訪

ね
、
着
任
を
要
請
。
藤
沢
町
の
考
え

は
「
保
健
と
福
祉
の
支
え
な
く
し
て

住
民
本
位
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
い
う
佐
藤
医
師
の

哲
学
と
一
致
し
た
。
佐
藤
医
師
は
自

治
医
大
の
後
輩
を
誘
い
、
町
立
病
院

の
創
生
を
担
う
決
意
を
し
た
。

　

平
成
3
年
9
月
、
つ
い
に
国
保
藤

沢
町
民
病
院
建
設
の
許
可
が
下
り

る
。
自
治
医
大
は
藤
沢
町
民
病
院
を

関
連
病
院
と
位
置
づ
け
た
。
医
療
ス

タ
ッ
フ
も
順
調
に
確
保
し
、
す
べ
て

の
体
制
が
整
っ
た
平
成
5
年
7
月
、

国
保
藤
沢
町
民
病
院
が
待
望
の
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
た
。
県
立
藤
沢
病
院
の

灯
が
消
え
て
か
ら
25
年
目
。
医
療
過

疎
に
泣
い
た
町
は
、地
域
の
力
で「
医

療
の
砦
と
り
で

」
を
復
活
さ
せ
た
。

自
前
医
療
と
出
前
医
療

　

藤
沢
町
民
病
院
は
開
設
後
、
少
子

高
齢
化
に
対
応
で
き
る
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
一
元
化
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に

総
力
を
挙
げ
て
挑
ん
だ
。
そ
の
柱
が

「
自
前
医
療
」
と
「
出
前
医
療
」。

　

自
前
医
療
は
初
期
医
療
か
ら
高
次

医
療
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
需
要
に
対
応

で
き
る
医
療
で
、
家
庭
医
的
部
分
と

総
合
病
院
的
部
分
を
併
せ
持
つ
理
想

の
病
院
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
外
来
診
療
の
ほ
か
に
訪
問

医
療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を
入
れ

た
。
佐
藤
元
美
院
長
は
「
病
床
数
54

床
は
決
し
て
大
き
く
な
い
が
、
訪
問

医
療
を
加
え
た
ベ
ッ
ド
数
は
三
千
以

上
。
全
国
屈
指
の
規
模
に
な
る
」
と

町
内
全
世
帯
を
病
床
と
と
ら
え
「
出

前
医
療
」
を
展
開
し
て
い
る
。

　

藤
沢
町
の
特
徴
は
地
域
包
括
ケ
ア

を
担
う
施
設
群
。
藤
沢
町
民
病
院
を

司
令
塔
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
が

隣
接
し
「
健
康
を
守
る
保
健
」「
命

を
守
る
医
療
」「
暮
ら
し
を
守
る
福

祉
」
を
一
体
的
に
運
用
し
て
い
る
。

住
民
の
声
を
医
療
に
生
か
す

　
「
健
全
な
病
院
運
営
に
は
住
民
参

加
は
不
可
欠
」
と
考
え
る
佐
藤
院
長

は
、
安
定
し
た
医
療
体
制
づ
く
り
の

た
め
に
地
域
や
住
民
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
。

　

平
成
7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
地

域
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
」
は
町
民
に
情

報
を
公
開
し
、
病
院
と
町
民
が
情
報

を
共
有
す
る
場
。
関
心
の
高
い
テ
ー

マ
を
寸
劇
な
ど
で
解
説
す
る
ほ
か
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ス
タ
ッ
フ
が

町
民
と
ひ
ざ
を
交
え
て
語
り
合
う
。

　
「
ス
ク
ー
ル
を
始
め
て
か
ら
病
院

に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が
減
り
、
住
民

と
の
温
度
差
も
な
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」と
佐
藤
院
長
は
話
す
。

　

住
民
の
目
線
で
医
療
を
見
つ
め
直

し
、
医
療
者
の
視
点
に
偏
り
が
ち
な

運
営
や
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
て
き
た

藤
沢
町
民
病
院
。
開
院
か
ら
15
年
か

け
て
築
き
あ
げ
た
病
院
と
町
民
の
強

い
信
頼
関
係
は
、
地
域
医
療
の
一
つ

の
理
想
と
し
て
全
国
の
自
治
体
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
。

藤沢町民病院管理者

  佐藤元美 院長

102008.12  № 4611

★ 
藤沢町

岩手県

DATA
【岩手県藤沢町】
面積 123.15 ㎢、人口 9,556 人（H20 年
11 月 1 日現在）の農業の町。近年企業
誘致が進み、農工一体のまちづくりを進
めている。毎年お盆に行われる「藤沢野
焼祭」は野焼きとして日本最大級のイベ
ント。スポーツはソフトボールが盛ん。

【国保藤沢町民病院】
常勤医師 5人、非常勤 2人、病床数 54
床の町立病院。入院、外来のほか、訪問
診療、訪問看護などの在宅サービスを展
開する地域包括ケアの中核。平成 17 年
4月から地方公営企業法を全部適用。老
健施設や老人ホームなどの 7 事業を束
ね、経営の効率化やサービスの向上を
図っている。

寸劇を交えて意見交換する場「地域ナイトスクール」

藤沢町民病院が掲げる「忘
も う こ り た

己利他」の精神は、「奉仕の
精神と思いやりの心で医療を提供してほしい」という
故中尾喜

き く

久自治医大学長の願いが込められている。



地
域
医
療
を

育
て
る

千葉県東
とう が ね

金市・NPO法人

地域医療を育てる会

「　
分
た
ち
患
者
が
お
客

さ
ま
の
ま
ま
で
い
る

と
、
こ
の
地
域
の
医

療
は
ダ
メ
に
な
る
と
い
う
不
安
を
感

じ
て
い
ま
し
た
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

医
療
を
育
て
る
会（
以
下
育
て
る
会
）

理
事
長
の
藤
本
晴
枝
さ
ん
は
、
育
て

る
会
発
足
前
の
気
持
ち
を
こ
う
振
り

返
る
。
当
時
、
新
臨
床
研
修
制
度
の

導
入
で
地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
県

立
東と
う
が
ね金

病
院
（
院
長
・
平
井
愛あ
い
ざ
ん山

医

師
）
で
も
医
師
の
引
き
揚
げ
が
始
ま

り
医
師
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
医
療
セ
ン
タ
ー
構
想

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
っ
た
藤
本
さ
ん

は
平
井
院
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
病

院
経
営
に
は
住
民
の
理
解
と
協
力
が

欠
か
せ
な
い
。
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
相

談
を
受
け
る
。「
医
療
に
つ
い
て
素

人
の
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
は
、
ほ

か
の
人
も
知
ら
な
い
。
そ
れ
を
取
材

し
て
伝
え
る
情
報
紙
を
作
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
知

恵
を
出
そ
う
と
す
る
人
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
も
あ
り

ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
メ
ン
バ
ー

も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
平
成
17

年
4
月
、
藤
本
さ
ん
は
地
域
医
療
を

育
て
る
会
を
立
ち
上
げ
、情
報
紙「
Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
ク
ロ
ー
バ
ー
）」
を

発
行
し
た
。

情
報
を
共
有
す
る

　

ク
ロ
ー
バ
ー
は
Ａ
４
判
２
ペ
ー
ジ

で
、
救
急
医
療
の
厳
し
い
現
状
、
地

域
医
療
の
課
題
や
福
祉
・
健
康
情
報

な
ど
を
特
集
し
毎
月
1
回
発
行
し
て

い
る
。
東
金
市
で
は
回
覧
板
と
一
緒

に
全
戸
配
布
さ
れ
、
周
辺
自
治
体
を

含
め
た
行
政
機
関
や
医
療
機
関
な
ど

に
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
「
発
行
当
初
は
、
会
と
し
て
何
が

や
り
た
い
の
か
伝
わ
ら
ず
に
誤
解
さ

れ
た
り
抗
議
を
受
け
た
り
も
し
ま
し

た
。
今
は
毎
月
楽
し
み
に
し
て
く
れ

る
人
も
多
く
、
育
て
る
会
が
地
域
医

療
の
た
め
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る

と
い
う
認
知
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
藤
本
さ
ん
。
東
金
病
院

が
救
急
の
受
け
入
れ
拒
否
問
題
で
マ

ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
っ
た
と
き
に
、

そ
の
時
の
現
場
の
状
況
を
伝
え
た
ク

ロ
ー
バ
ー
第
31
号
は
、
外
来
患
者
に

も
配
布
さ
れ
「
医
師
が
元
気
に
な
っ

た
」と
平
井
院
長
も
喜
ん
だ
と
い
う
。

住
民
が
医
師
を
育
て
る

　

育
て
る
会
の
も
う
一
つ
の
代
表
的

な
活
動
が
東
金
病
院
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
「
病
気
予
防
の
た
め
の

懇
話
会
（
レ
ジ
デ
ン
ト
研
修
）」
だ
。

東
金
病
院
は
地
域
の
医
療
機
関
と
連

携
し
た
医
師
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設

定
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
病
院

と
育
て
る
会
の
対
話
の
中
で
生
ま
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ
の
研
修
。
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
医
師
育
成
サ
ポ
ー

タ
ー
）
に
若
手
医
師
（
レ
ジ
デ
ン
ト
）

が
病
気
の
予
防
や
健
康
を
テ
ー
マ
に

解
説
し
、
そ
の
後
の
質
疑
応
答
を
含

め
て
住
民
が
医
師
を
評
価
す
る
と
い

う
も
の
。

　
「
患
者
は
潜
在
的
に
ち
ゃ
ん
と
話

を
し
て
く
れ
る
医
師
に
診
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
住
民
が
医

師
を
育
て
る
場
所
を
つ
く
り
、
医
師

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高

ま
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
研
修
の
メ

リ
ッ
ト
を
話
す
。

　

こ
う
い
っ
た
研
修
内
容
が
医
療
情

報
紙
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
、
東
金
病

院
で
研
修
を
受
け
た
い
と
い
う
若
手

医
師
は
年
々
増
え
て
い
る
と
い
う
。

「
わ
た
し
た
ち
住
民
の
活
動
が
医
師

の
招
し
ょ
う
へ
い聘
に
貢
献
で
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
活
動
の
励
み
に
も
な
っ
て

い
ま
す
」
と
付
け
加
え
る
。

医
療
現
場
の
声
を
聞
く

　
「
医
療
現
場
の
Ｓエ
ス
オ
ー
エ
ス

Ｏ
Ｓ
は
伝
わ
り

に
く
い
も
の
で
す
。
し
か
し
そ
れ
で

は
住
民
に
大
変
さ
は
伝
わ
ら
ず
、
医

師
が
燃
え
尽
き
て
し
ま
い
ま
す
。
地

域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、
医
療
現

場
が
声
を
挙
げ
る
こ
と
、
そ
れ
を
住

民
が
ち
ゃ
ん
と
聞
く
こ
と
が
必
要
で

す
」
と
藤
本
さ
ん
は
訴
え
る
。

　
「
地
域
の
医
療
を
守
る
の
は
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
住
民
で
す
。
何
を
す

れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

ま
ず
対
話
を
し
て
病
院
が
何
を
求
め

て
い
る
か
知
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
る

地域医療のために患者として、住民として何ができるか―。
千葉県山

さ ん む

武地域を中心に活動するNPO法人  地域医療を育て
る会（理事長・藤本晴

は る え

枝さん）は、医療関係者と住民が一緒
に知恵を出し合い、対話をしながら活動を行っている。
地域医療を「育てる」ということはどういうことか、どのよ
うな活動を展開しているのか、藤本さんに話を聞いた。

こ
と
で
す
。
東
金
と
同
じ
こ
と
を

や
っ
て
も
成
功
す
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
の
地
域
に
必
要
な
病
院
、
必

要
な
医
療
が
ど
ん
な
も
の
か
、
一
緒

に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

自
分
が
変
わ
れ
ば
地
域
が
変
わ

り
、
地
域
が
変
わ
れ
ば
医
療
は
変
わ

り
ま
す
。
そ
こ
に
患
者
を
助
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
医
師
が
い
て
、
医
師

を
大
事
に
す
る
患
者
が
い
る
限
り
、

そ
の
地
域
の
医
療
は
絶
対
に
大
丈
夫

な
の
で
す
」。

患
者
を
助
け
た
い
医
師
と
医
師
を
大
切
に
す
る
患
者
が

い
れ
ば
地
域
の
医
療
は
崩
壊
し
な
い

－

。

【ふじもと・はるえ】　平成 8年に東京から東金市に転入。ボラン
ティア活動をしながら平成 16 年に山武地域医療センター構想策
定委員会アドバイザーに就任。平成 17 年 4 月に地域医療を育て
る会を設立する。地域医療を守る住民活動の代表例として全国各
地で講演や発表を行っている。3児の母。

藤本晴枝 理事長（千葉県東金市）
NPO法人 地域医療を育てる会

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

絵本「くませんせいのＳＯ
Ｓ」は、子どもたちに地域
医療の問題を分かりやすく
伝える教材になるようにと
藤本さんが描いた。今後は
中学生向けの冊子も作りた
いと考えているという。

自
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地
域
医
療
の

展
望

自
治
体
病
院
の
多
く
が
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
、
赤
字
経
営

な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
な
か
で
、
宇
出
津
病
院
は
今
後
、
ど

の
よ
う
に
問
題
を
解
決
し
、
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
く
の
か
。
病
院

開
設
者
で
あ
る
持
木
一
茂
町
長
と
病
院
長
で
あ
る
小
森
和
俊
医
師
の

考
え
は―

。

―
 

宇
出
津
病
院
の
経
営
状
況
は
。

持
木　

自
治
体
病
院
の
7
割
以
上
が

赤
字
経
営
と
い
う
状
況
で
宇
出
津
病

院
も
経
営
的
に
は
決
し
て
良
い
と
は

言
え
な
い
。
し
か
し
開
業
医
で
は
で

き
な
い
救
急
医
療
な
ど
の
不
採
算
部

門
を
担
う
こ
と
は
自
治
体
病
院
の
使

命
で
も
あ
る
。「
命
を
守
る
」
必
要

経
費
で
も
あ
り
、
あ
る
程
度
の
赤
字

は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

―
 

医
師
の
確
保
は
。

持
木　

医
師
や
看
護
師
の
確
保
は
行

政
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

る
。
わ
た
し
も
地
元
出
身
の
医
師
に

直
接
お
願
い
に
回
っ
て
い
る
が
、
家

族
の
問
題
な
ど
で
す
ぐ
に
は
来
て
も

ら
え
な
い
と
い
う
状
況
が
多
い
。

　

珠
洲
に
は
地
元
の
医
師
が
数
人
と

能
登
町
出
身
の
医
師
も
い
る
が
、
↘

宇
出
津
病
院
に
は
地
元
出
身
の
医
師

が
一
人
も
い
な
い
。
と
に
か
く
地
元

出
身
の
医
師
の
情
報
が
必
要
だ
。

　

今
年
内
科
医
の
一
人
は
自
治
医
大

か
ら
派
遣
し
て
も
ら
っ
た
が
、
県
内

の
自
治
医
大
医
師
の
半
数
が
県
立
中

央
病
院
勤
務
。
も
っ
と
地
方
の
病
院

に
派
遣
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

―
 

自
治
体
病
院
の
連
携
は
。

持
木　

今
後
、
奥
能
登
の
自
治
体
病

院
同
士
の
連
携
は
絶
対
に
必
要
。
現

在
、
珠
洲
と
の
連
携
は
進
ん
で
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
外
科
系
、
内
科
系

な
ど
病
院
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し
た
連
携
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

奥
能
登
に
一
つ
の
中
核
病
院
を
造

り
今
の
病
院
を
診
療
所
に
す
る
と
い

う
構
想
も
あ
る
。
地
理
的
条
件
も
あ

り
現
実
的
に
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
一

案
で
は
あ
る
。

―
 

保
健
、
福
祉
と
の
連
携
は
。

持
木　

病
院
が
中
心
と
な
っ
て
地
域

包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
こ
と
は
理
想

的
だ
と
思
う
が
、
医
師
不
足
、
看
護

師
不
足
で
病
院
に
余
力
が
な
い
現
状

で
は
難
し
い
。
今
年
か
ら
特
定
健
診

が
始
ま
っ
た
が
、
能
登
町
の
受
診
率

は
県
内
最
低
レ
ベ
ル
。
も
っ
と
地
域

に
出
向
い
て
受
診
率
を
上
げ
た
い
が

医
師
、
看
護
師
不
足
で
は
会
場
を
減

ら
す
し
か
な
い
と
い
う
状
況
だ
。

―
 

行
政
の
果
た
す
役
割
は
。

持
木　

行
政
と
し
て
は
医
師
確
保
、

看
護
師
確
保
に
全
力
を
尽
く
す
。
そ

し
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
医
師
が
こ
の
町
に
残
り
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

　

宇
出
津
病
院
は
こ
の
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
病
院
。
行
政
、病
院
、

住
民
が
共
通
の
意
識
を
持
ち
、
一
体

と
な
っ
て
守
っ
て
い
き
た
い
。

医
師
が
能
登
町
に
残
り
た
く
な
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

能
登
町
長  

持
木
一
茂 

　

医
師
が
少
な
く
な
れ
ば
、
外
来
や

当
直
な
ど
で
ほ
か
の
医
師
の
負
担
も

増
え
る
。
こ
の
病
院
に
は
あ
と
2
、

3
人
の
医
師
が
必
要
だ
。

―
 

病
院
や
診
療
所
と
の
連
携
は
。

小
森　

医
師
が
少
な
い
の
は
奥
能
登

の
公
立
病
院
は
ど
こ
も
同
じ
。
例
え

ば
こ
の
地
域
の
脳
外
科
の
患
者
は
珠

洲
へ
、
泌
尿
器
科
が
な
い
珠
洲
の
患

者
は
宇
出
津
へ
来
る
な
ど
、
や
む
を

得
ず
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
少
し

―
 

医
師
不
足
の
影
響
は
。

小
森　

今
年
、
内
科
と
整
形
外
科
が

共
に
一
人
減
と
な
り
常
勤
医
師
は
14

人
か
ら
12
人
に
な
っ
た
。
特
に
整
形

外
科
は
2
人
か
ら
1
人
と
な
り
、
医

師
の
負
担
が
か
な
り
大
き
い
。

　

現
在
は
大
学
病
院
に
も
医
師
が
少

な
い
と
い
う
状
態
で
、
県
も
医
師
確

保
の
後
押
し
は
し
て
く
れ
て
い
る

が
、
現
実
問
題
と
し
て
医
師
の
確
保

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
。
↘

　

宇
出
津
病
院
を
こ
の
ま
ま
残
し
て
い
く
に
は
、

　

病
院
が
必
要
だ
と
い
う
町
の
人
の
力
が
い
る
。

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

142008.12  № 4615

わ
た
し
を
含
め
高
齢
の
医
師
は
定
年

を
迎
え
る
し
、
今
の
ま
ま
で
は
補
充

は
な
い
。
奥
能
登
の
公
立
病
院
の
中

で
も
、
高
度
医
療
を
担
う
病
院
、
診

療
所
的
な
病
院
へ
と
機
能
分
担
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

医
師
は
今
引
く
手
あ
ま
た
。
こ
の

地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
感
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
簡
単

に
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
う
。
い
か

に
医
師
を
こ
の
地
に
引
き
留
め
る
か

が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　

こ
の
病
院
を
今
の
ま
ま
残
し
て
い

く
に
は
、
こ
の
病
院
が
必
要
だ
と
い

う
町
の
人
の
力
が
い
る
。

―
 

今
後
の
見
通
し
は
。

小
森　

宇
出
津
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
は
、
現
状
の
厳
し
い
流
れ
を
一
生

懸
命
せ
き
止
め
て
い
る
状
態
。
水
が

一
気
に
流
れ
出
な
い
よ
う
住
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
だ
。

　

数
年
後
に
は
、
金
沢
の
研
修
指
定

病
院
か
ら
、
地
域
医
療
を
学
ぶ
た
め

に
研
修
医
を
派
遣
し
て
く
れ
る
と
い

う
話
も
あ
る
し
、
県
や
町
の
奨
学
金

制
度
を
利
用
し
た
看
護
師
も
入
っ
て

く
る
。
医
師
確
保
と
看
護
師
確
保
の

道
筋
が
し
っ
か
り
で
き
れ
ば
、
安
定

し
た
医
療
を
提
供
で
き
る
。
今
後
も

地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を

粘
り
強
く
果
た
し
て
い
き
た
い
。

ず
つ
役
割
分
担
が
進
ん
で
い
る
と
言

え
る
。小
児
科
に
お
い
て
も
宇
出
津
、

珠
洲
、
輪
島
の
小
児
科
医
と
、
穴
水

の
開
業
医
が
相
談
し
な
が
ら
小
児
救

急
を
分
担
し
て
い
る
。
病
院
と
し
て

も
そ
う
い
っ
た
連
携
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
。

　

診
療
所
と
の
連
携
は
十
分
で
き
て

い
る
と
思
う
。
ほ
か
の
地
域
よ
り
も

進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

―
 

病
院
が
目
指
す
医
療
は
。

小
森　

宇
出
津
病
院
は
、
こ
れ
ま
で

医
療
の
地
域
格
差
の
解
消
を
目
指
し

て
き
た
し
、現
在
も
目
指
し
て
い
る
。

　

能
登
町
に
は
、
開
業
医
の
先
生
も

た
く
さ
ん
い
て
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
療
養
型
の
病
院
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
果
た
せ
ば
、
あ
る
程
度
の

医
療
は
こ
の
地
域
だ
け
で
完
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
う
ま
く
機

能
す
れ
ば
地
域
包
括
ケ
ア
は
で
き
る

の
で
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
を
一
体

的
に
運
用
す
る
必
要
は
な
い
と
思

う
。
そ
う
考
え
る
と
宇
出
津
病
院
の

役
割
は
、
ま
ず
急
性
期
の
病
気
を
治

す
こ
と
に
あ
る
。

Ｑ
5
年
後
、10
年
後
は
ど
う
な
る
か
。

小
森　

奥
能
登
に
ど
の
水
準
の
医
療

が
必
要
か
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

病
院
長  

小
森
和
俊 

【こもり・かずとし】公立宇出津総合病院長。金沢大学医学部を卒
業し付属病院第二外科に入局。金沢大学がん研究所付属病院、浅ノ
川総合病院、珠洲市総合病院、富山市民病院などを経て、昭和 58
年 4月に宇出津病院外科医長。平成元年 7月から病院長となる。
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10
月
20
日
、
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
に
次
の
よ
う
な
内

容
の
手
紙
が
届
い
た
。

【
以
下
原
文
の
と
お
り
掲
載
】

旅
行
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
急
病
で
診
察

し
て
い
た
だ
き
お
世
話
に
な
っ
た
お

礼
に
と
。

　

10
月
の
11
日
（
土
）
〜
18
日
（
月
・

祝
日
）
を
利
用
し
て
私
の
定
年
祝
い

を
娘
夫
妻
の
企
画
で
旅
行
中
、
11
日

（
土
）
国
民
宿
舎
能
登
う
し
つ
荘
に

宿
泊
中
の
深
夜
に
1
歳
4
カ
月
の
赤

ち
ゃ
ん
が
40
・
４
度
の
高
熱
を
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
（
午
前
1
時
〜
2
時
）
と

翌
、
日
曜
に
点
滴
も
含
め
て
午
前
10

時
〜
午
後
2
時
位
の
間
、
女
医
さ
ん

は
じ
め
、
看
護
師
さ
ん
、
総
合
受
付

の
方
達
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん

の
具
合
や
、
食
事
は
ど
こ
ど
こ
が
美

味
し
い
よ
と
の
心
配
を
も
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

診
察
し
て
く
だ
さ
っ
た
女
医
さ
ん

は
２
日
間
と
も
同
じ
先
生
で
、
万
が

一
の
た
め
に
次
の
宿
泊
地
の
片
山
津

温
泉
の
病
院
の
紹
介
、
名
古
屋
迄
の

帰
路
の
心
配
を
案
じ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
い
い
先
生
に
診
て
い
た
だ
き
、

そ
し
て
い
い
病
院
で
良
か
っ
た
と
皆

喜
ん
で
帰
り
ま
し
た
。

　

先
生
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
赤
ち
ゃ
ん
も
良
く
な
り
、
以
前

の
よ
う
に
元
気
で
保
育
園
に
通
園
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
時
の
皆
さ
ん
方
の
温
か
い
対

応
、
献
身
さ
に
は
頭
が
下
が
り
、
病

院
の
教
育
が
隅
々
ま
で
よ
く
行
き
届

い
て
い
る
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
旅
行
は
、
人
の
温
か

さ
を
改
め
て
存
分
に
知
り
え
た
い
い

記
念
の
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
お
礼
の
一
言
が
ど
う
し
て
も
言
い

た
く
て
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

追
伸

今
回
の
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
件

に
つ
い
て

　

妻
と
子
供
夫
婦
、
小
学
校
と
高
校

の
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
道
徳

の
時
間
等
に
機
会
が
あ
れ
ば
話
し
て

み
た
い
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
ケ
ー
ス
は
小
児
科
医
が

診
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
は
24
時
間
３
６
５
日
体
制（
休
日
、

夜
間
に
患
者
の
安
全
の
た
め
に
二
人

の
医
師
を
配
置
し
、
医
師
が
過
労
で

倒
れ
な
い
状
態
）
で
小
児
救
急
を
行

う
に
は
11
人
以
上
の
小
児
科
医
が
必

要
と
い
わ
れ
て
い
る
。
宇
出
津
病
院

の
小
児
科
常
勤
医
は
1
人
。
気
軽
に

救
急
外
来
を
訪
れ
る
こ
と
は
医
師
を

疲ひ
へ
い弊

さ
せ
、
や
が
て
病
院
か
ら
立
ち

去
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
今
後
、
宇
出

津
病
院
に
小
児
科
医
が
来
る
こ
と
は

な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

小
児
科
だ
け
で
は
な
い
。
今
年
医

師
が
減
っ
た
内
科
、
整
形
外
科
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
の
医
師
、
看
護

師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
激
務
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
ん
な
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
心
を
支
え
て
い
る
の

は
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
実
感
で
き
る
、患
者
か
ら
の「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
手
紙
を
読
ん
だ
医
師
や
医
療

ス
タ
ッ
フ
は
、
今
ま
で
以
上
に
や
る

気
を
増
す
に
違
い
な
い
。
そ
う
考
え

る
と
「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
が
医

師
や
看
護
師
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。
つ
ま
り
、
地
域
の
医
療
を

守
り
、
育
て
る
の
は
わ
た
し
た
ち
住

民
の「
心
」な
の
だ
。

　

病
気
を
抱
え
、
不
安
な
気
持
ち
の

患
者
を
理
解
す
る「
心
」と
、
一
生
懸

命
治
療
し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝

の「
心
」が
、
宇
出
津
病
院
を
支
え
、

地
域
の
医
療
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
」。

の
と
鉄
道
の
廃
線
問
題
で
は
、
わ
た

し
た
ち
は
な
く
な
っ
て
初
め
て
そ
の

大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
鉄
道
に
は
車

や
バ
ス
な
ど
の
代
わ
り
が
あ
る
が
、

病
院
は
命
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
代
わ
り
は
な
い
。

　

近
い
将
来
、
能
登
北
部
の
公
立
病

院
再
編
が
本
格
的
に
議
論
さ
れ
た
と

き
、
宇
出
津
病
院
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
住
民
し
か

い
な
い
。

　
『
生い
の
ち命

の
砦
と
り
で

』
で
あ
る
地
域
医
療

を
守
る
た
め
に
は
、病
院
が
変
わ
り
、

住
民
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
今
は
レ
ー
ル
も
な
く
な
っ
た
鉄

道
跡
が
、
そ
う
訴
え
か
け
て
い
る
。

（
特
集
・
生
命
の
砦  

終
わ
り
）

16

地
域
医
療
を

守
る

【参考資料】
伊関友伸「まちの病院がなくなる⁉～地域医療の崩壊と再生～」　
石川県医療計画
【取材協力】
岩手県藤沢町 畠山  浩、千葉県芝山町 小川正明

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
た
め
に―



182008.12  № 4619

ー Vol.30 ー

国
際
貢
献
の
道
へ

　

開
発
途
上
地
域
の
経
済
的
・
社
会

的
発
展
の
た
め
に
現
地
の
人
々
と
共

に
活
動
を
行
う「
青
年
海
外
協
力
隊
」

は
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
日
本
国
政
府
の
国

際
協
力
の
一
環
と
し
て
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
の
平
成
20
年
度
2
次

隊
と
し
て
、
薬
剤
師
の
滝
川
麻
衣
さ

ん
（
27
歳
）＝
宇
出
津
＝
が
タ
ン
ザ

ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
。

　
「
中
学
校
時
代
か
ら
海
外
に
興
味

が
あ
り
、
大
学
3
年
の
時
に
初
め
て

一
人
で
海
外
旅
行
を
し
た
」
と
話
す

滝
川
さ
ん
は
、
観
光
客
と
し
て
海
外

旅
行
を
繰
り
返
す
日
々
に
む
な
し
さ

を
覚
え
た
と
い
う
。「
そ
の
場
所
で

一
生
懸
命
生
活
し
て
い
る
人
が
い

る
。
貧
し
く
て
も
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
る
人
が
い
る
。
飢
え
や
病
気
に
苦

し
ん
で
い
る
人
が
い
る
。
い
ろ
い
ろ

な
人
に
会
っ
て
、
観
光
客
と
し
て
の

自
分
は
誰
の
役
に
も
立
っ
て
い
な
い

と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
語
る
。

　

そ
の
後
、
世
界
の
情
勢
を
自
分
で

調
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
滝
川
さ
ん
。

歴
史
、
紛
争
、
貧
困
、
民
族
問
題
な

ど
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
「
恵
ま
れ
た

日
本
に
い
て
も
、
世
界
中
で
苦
し
ん

で
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ

た
く
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

国
際
貢
献
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
意

す
る
。

　
「
と
に
か
く
自
分
の
目
で
見
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
と
、
昨
年
秋

に
青
年
海
外
協
力
隊
に
応
募
。
派
遣

希
望
先
は『
ア
フ
リ
カ
』と
し
た
。「
苦

難
の
歴
史
が
長
い
ア
フ
リ
カ
の
人
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
を
一

緒
に
目
指
し
た
い
」と
考
え
て
い
た
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
感
染
症
対
策

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
南
部
の
ソ
ン
ゲ
ア
市

に
、
感
染
症
対
策
員
と
し
て
2
年
間

の
派
遣
が
決
ま
っ
た
滝
川
さ
ん
。
薬

剤
師
と
し
て
の
知
識
と
技
術
を
生
か

し
、
マ
ラ
リ
ア
、
結
核
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
な

ど
の
感
染
率
低
下
の
た
め
に
、保
健
・

衛
生
活
動
を
行
う
予
定
だ
。

　
「
現
地
で
は
与
え
ら
れ
た
任
務
以

外
に
縛
り
は
な
く
、
日
本
語
や
日
本

の
文
化
を
教
え
て
い
る
隊
員
も
い

る
。何
を
や
る
か
は
自
分
次
第
。行
っ

て
み
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
探

し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
の
2

年
間
は
、
国
際
貢
献
の
道
に
進
む
こ

と
を
決
め
た
滝
川
さ
ん
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
で
も
あ
る
。「
異
な
る
文
化

に
入
り
な
が
ら
自
分
を
保
ち
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
含
め
て

自
分
が
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
見
て
み

た
い
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
に

会
っ
て
今
後
の
人
脈
も
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
2
年
間
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
過

ご
す
も
う
一
つ
の
目
的
を
語
る
。

答
え
を
見
つ
け
に
行
く

　
「
薬
剤
師
で
は
で
き
る
こ
と
が
限

ら
れ
る
。病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
な
、

教
育
や
基
礎
的
な
こ
と
に
も
か
か
わ

り
た
い
」
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
薬
剤
師
と
し
て
進
む
か
、
そ
れ
と

も
一
か
ら
や
り
直
す
か
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　
「
い
ず
れ
に
し
て
も
専
門
性
を

も
っ
て
や
る
こ
と
が
必
要
。
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
、
で
き
る
こ
と
が
何

な
の
か
、
そ
の
答
え
を
見
つ
け
に
タ

ン
ザ
ニ
ア
に
行
く
。
こ
の
2
年
間
で

決
ま
る
」
と
力
強
く
語
る
。

　

生
き
る
こ
と
は
人
と
か
か
わ
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
滝
川
さ
ん
。

　
「
人
に
喜
び
を
与
え
る
の
も
悲
し

み
を
与
え
る
の
も
人
間
。
わ
た
し
は

人
を
笑
顔
に
さ
せ
る
側
に
立
ち
た

い
」。

　

2
年
後
の
取
材
を
約
束
し
た
滝
川

さ
ん
は
、
大
き
な
夢
と
明
る
い
笑
顔

を
残
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
出
発
し
て

い
っ
た
。

ツ
タ
オ
ナ
ナ
！

　
（
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
「
ま
た
会
い
ま

し
ょ
う
」）

【DATA】
東アフリカ最大の国。アフリカ最高峰
のキリマンジャロ（5,895 ㍍）やビク
トリア湖を有し、雄大な自然とさまざ
まな野生動物が見られることで有名。
国名：タンザニア連合共和国
面積：約 94 万㎢（日本の約 2.5 倍）
人口：約 3,740 万人（アフリカ第 7位）
首都：ドドマ
公用語：スワヒリ語、英語

タンザニア

・ソンゲア

青年海外協力隊員・薬剤師

滝川麻衣さん
たきかわ・まい（27 歳）＝宇出津＝

自
分
に
何
が
で
き
る
か

－

答
え
を
見
つ
け
に
ア
フ
リ
カ
へ
。



第３回

臨時会

議
会

第
3
回
能
登
町
議
会
臨
時
会

が
10
月
30
日
に
招
集
さ
れ

ま
し
た
。
会
期
を
1
日
と
し
議
案

2
件
が
上
程
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
運

営
委
員
会
、
各
常
任
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
く
委

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案

・
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に

つ
い
て

・
字
及
び
小
字
の
区
域
の
変
更
に

つ
い
て

　

埠
頭
（
ふ
と
う
）
用
地
と
し
て

石
川
県
が
埋
め
立
て
、
管
理
し
て

い
る
宇
出
津
港
内
の
地
先
公
有
水

面
１
０
０
・
91
㎡
の
確
認
と
変
更
。

■
議
会
組
織
の
変
更

　

議
会
組
織
が
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

○
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　

大
谷
内
義
一

副
委
員
長　

宮
田
勝
三

委
員　

久
田
良
平
、鍛
治
谷
眞
一
、

山
本
一
朗
、
向
峠
茂
人

○
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

菊
田
俊
夫

副
委
員
長　

酒
元
法
子

委
員　

山
﨑
元
英
、新
平
悠
紀
夫
、

山
本
一
朗
、
向
峠
茂
人

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

奥
成
壮
三
郎

副
委
員
長　

南　

正
晴

委
員　

石
井
良
明
、
久
田
良
平
、

宮
田
勝
三
、
奥
野　

清
、

椿
原
安
弘

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

河
田
信
彰

副
委
員
長　

鶴
野
幸
一
郎

委
員　

大
谷
内
義
一
、

多
田
喜
一
郎
、
鍛
治
谷
眞
一
、

石
岡
安
雄
、
志
幸
松
栄

○
決
算
特
別
委
員
会

　

酒
元
法
子
議
員
の
辞
任
に
よ

り
、
新
た
に
南
正
晴
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

まちづくりのアイデアを資金面で援助する「公益信託エ
ンデバーファンド 21」の平成 21年度申請受け付けが

始まります。今回から書類審査制度を導入し、書類審査を通
過した申請が来年 5月にプレゼンテーション（企画の説明）
を行います。書類審査の記入事項はそれほど多くはありませ
んので、気軽に申請することができます。

〈申請から交付決定までの流れ〉
　◆平成 20年度まで
　3月：申請受付期間

　5月：プレゼンテーション、交付決定

　◆平成 21年度申請分から
　12 月：第 1次申請受付期間（12月 12 日～ 1月 30 日）
　 2月：第 1次書類審査、通過者は第 2次申請へ

　 3月：第 2次申請受付期間

　 5月：申請者プレゼンテーション、交付決定

〈申請書交付場所〉興能信用金庫本店、各支店
〈問い合わせ・相談窓口〉興能信用金庫本店☎ 62-1122
　　　　　　　　　　　  役場企画財政課☎ 62-8503

変
更

公益信託エンデバーファ
ンド21

番組名　能登半島地震復興支援「金とく  あなたの町に参
ります～出前コンサート～」公開録画

日時　平成 21年１月 15日㈭
　　　開場 14:00、開演 14:30、終演 16:00 ごろ

会場　役場能都庁舎４階大集会場
出演　小林幸子さん、堀内孝雄さん
応募方法　入場は無料ですが、入場整理券が必要です。観
覧を希望する人は郵便往復はがきに必要事項を記入し、申

し込みください。

【往信表面】〒 920-8644（住所不要）NHK金沢放送局
　　　　　  「金とく出前コンサート」係

【往信裏面】応募者の郵便番号、住所、氏名、電話番号
【返信表面】応募者の郵便番号、住所、氏名
【返信裏面】記載不要（抽選結果を印刷します）
【応募締切】平成 20年 12月 22日㈪必着
※応募者多数の場合は抽選の上、入場整理券（１枚で２人

まで入場可）が送られてきます。当選は１人１通です。

※応募の際にいただいた個人情報は、抽選結果の連絡のほ

か、受信料のお願いに使用させていただく場合があります。

問 NHK 金沢放送局「金とく出前コンサート」係
　☎ 076-264-7030（平日 10:00 ～ 19:00）

能登町で
公開録画決定！

　能登町とNHK金沢放送局では、能登半島地震復興を支

援するために毎週金曜日午後 8時から NHK総合で放送さ

れている「金とく」の公開録画を実施します。観覧を希望

する人は、下記のとおり申し込みをしてください。

秋の叙勲 国や社会への長年の功労あるいは社会の各分野における優れた行いに対
して国家が個人を顕彰する栄典には、褒章と勲章があります。11月３

日付けで発表された「秋の叙勲」では、その功績に対し能登町から２人が選
ばれ、栄えある受章となりました。

　昭和 55 年、43 歳で町議会議員に初当選。
以来 26 年６カ月の長きにわたり地方自治
発展に寄与した山本研さん（72歳）。地域
住民からの厚い信頼を受け「地域の声を

町政に」を実践し続けました。平成 12 年から
14 年まで議長を務めるなど、今日の能登町誕生にも尽
力しました。「これまでも、これからも広く人と交わって知
恵を出し合い、地元振興に貢献していきたい」と語る山
本さんの笑顔は、故郷への愛情にあふれています。

　小林一雄さん（73 歳）は、昭和 34 年から
46 年間、消防団員として活動し平成 3 年に
は山田分団長、また7 年からは旧能都町消
防団副団長として任務を遂行しました。「皆

さんの支えのおかげです」と喜びを語る小林
さんは、その判断力や指揮能力から団員の大きな信頼を
得ていました。「今でもサイレンが鳴ると気持ちが走りま
す。今後もできる限り協力して恩返しをしていきたい」と
話す心には、熱い消防魂が今も存在しています。

小
こ ば や し

林 一
か ず お

雄さん（柿生）山
や ま も と

本　研
け ん

さん（太田原）

藤
ふじたに

谷 政
まさのぶ

信さん
　11月１日の灯台
記念日に合わせ、
海の安全を守るた
めに尽力した個人
に対して全国的に表彰が行われています。
　海上保安庁の業務である灯台の監視に
15 年間にわたり協力した藤谷政信さん（61
歳）＝鵜川＝に感謝状が贈られ、その伝達
式が 11月６日に能都庁舎で行われました。

山
やました

下 勝
か つ お

男さん
　30 年以上にわたり町内の一般
廃棄物収集運搬に従事し、生活環
境保全推進に貢献したとして山下
勝男さん（70 歳）＝国光＝が環境
大臣表彰を受賞しました。伝達を
受けた山下さんは「この仕事に誇
りを持っています。健康で続けら
れたことがうれしいです」と受賞の
喜びを語りました。
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　「地域とともに」を今年のスローガンに、町内でさまざまな

活動を行っている能都ロータリークラブ。10月 30日には、交

通事故のない町づくりを目指そうと、ドライバーの安全な運転

を手助けするカーブミラーの清掃作業に取り組みました。

　ロータリークラブの呼びかけに応え、能登警察署やシルバー

人材センター、興能信用金庫からも参加があり、この日は約

40 人が作業に汗を流しました。参加者らは宇出津地区にある

54 本を対象に、トラックの荷台や脚立などを使って高さ 3㍍

ほどのミラーを手作業で丁寧に磨き上げていました。

ドライバーのため鏡をピカピカ
能都ロータリークラブ・カーブミラー清掃 大人相手に堂々と張り合う折坂君

ごいたビギナー＆青壮年大会

　宇出津地区に伝わる伝承娯楽で町の文化財にも指定されてい

る「ごいた」は保存会が精力的に普及・保存活動を行っています。

　10月 26日、ごいた保存会は、若い世代への普及を目的に「ご

いたビギナー＆青壮年大会」を開催しました。大会には小学生

を含む 20人が参加。洲崎一男保存会長は「小学生も参加して

びっくりしている。楽しみながら腕を磨いてほしい」とあいさ

つしました。熱戦が繰り広げられた大会結果は、宇出津小学校

5年の折坂和希君と広田茂さん（40歳）ペアが優勝。大会参加

者や保存会員は、折坂君の実力に舌を巻いていました。

ごいたで広がる世代間交流の輪

交通の妨げにならないように注意しながらの作業

11月

Event  of  Town

メモリアルストーンを配置した柳田小学校 3年生

北河内ダムに埋めた記念の石
北河内ダム  最終コンクリート打設式

　石川県が進める町野川総合開発事業、北河内ダム建設工事の

ダム堤体工事コンクリート最終打設式が 11 月 18 日に行われ

ました。式典には、工事関係者のほかに、地元五十里、北河内

地区の皆さん、柳田小学校 3年生など約 80人が参加し、ここ

まで順調に進んでいる工事の区切りとなる最終コンクリート打

設を祝い、今後の安全を誓いました。

　最終打設の場所には、柳田小学校児童がメッセージや絵を描

いたメモリアルストーンが投入され、8万立方メートルに及ぶ

コンクリートと一緒にダム本体の一部となりました。

　秋の全国火災予防運動に合わせ、11 月 5日に小木小学校の

児童を対象に避難訓練と１日消防士体験が行われました。これ

は消防士の仕事や火の取り扱い方について学んでもらおうと、

小木分団と能登消防署内浦分署が協力して開いたものです。

　はじめに訓練についての説明を受けたあと、５・６年生の児

童を対象に、実際に火を消火器で消す作業や、防火衣を着た放

水、バケツリレーなどが行われました。また、火災時の煙の様

子がわかる「煙体験ハウス」で煙の猛威を体感するなど、火災

の恐怖と防火活動の大切さについて考える 1日となりました。

実体験から防火の心を育てよう
小木小学校1日消防士体験

　明治 36 年 10 月 29 日、青
せいかん

函連絡船「東海丸」の船長とし

て、多くの乗員乗客の命を救って殉職した久田佐助船長。その

勇気ある行動をたたえ、語り伝えようと毎年命日の日に久田船

長顕彰会と鵜川公民館が共同で開催する碑前祭は、今年で 106

回目を迎えました。この日は雨のため公民館での開催となりま

したが、式典には鵜川小学校５・６年生、鵜川中学校の 1年

生、地元住民など約 80人が参列しました。神事のあと、小学

5年生代表による国定教科書の朗読や唱歌の全員合唱などが行

われ、参列者は郷土が生んだ英雄に思いをはせていました。

玉ぐしをささげる鵜川中学校 1年の清水寛生さん

郷土が生んだ英雄を語り伝える
第 106 回久田船長碑前祭

政所利子さんのコーディネートにより事例発表する代表者たち

全国過疎問題シンポジウム 2008

　過疎に悩む全国各地の市町村が集まり議論を深める「全国過

疎問題シンポジウム 2008in いしかわ」が、10月 22 日から３

日間にわたり能登地方の各地を会場に開催されました。

　能登町では、宮地交流宿泊所「こぶし」で分科会が開かれ、

本年度、過疎地域自立活性化優良事例表彰を受賞した４団体が

活動を紹介。このうち、会長賞を受賞した大分県の㈱夢のぼり

工房は、地元で採れる５種類の豆などを炊き込んだ「お宝めし」

が地域で 150 世帯もの豆栽培契約農家を生み出すなどの経済

波及効果をもたらしていることを報告しました。

春蘭の里で全国の優良事例発表

水の勢いに負けないよう力を込めてホースを握る

　4回目を迎えた能登町民文化祭が 11 月 2 日、3日の 2日間

にわたって開催されました。昨年に引き続き柳田地区を主会場

に開催され、芸能部門は柳田小学校、芸術部門は柳田体育館で、

それぞれ文化協会員らが日ごろの練習の成果や自慢の作品を披

露しました。2日に行われた芸能発表では、町文化協会の髙木

泰憲会長が「明るく楽しい地域活動として、芸能や芸術を見て

ください」とあいさつし、ステージでは舞踊やコーラス、大正

琴などが次々に披露されました。芸術部門には約 400 人以上が

作品を展示し、訪れた人からは「全部見るだけでも大変なほど、

本当に見応えがある」という声も聞かれました。

▼柳田小学校和室に設
けられたお茶席は、芸
能発表を見に来た人の
休憩場所として利用さ
れ、その雰囲気を楽し
む人でにぎわいました

人生を彩る文化、華やかに
第4回能登町民文化祭
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とうせくらしの  掲示板 
地域づくり支援講座は無料です  

　誰でも参加できます。場所は能登空
港ターミナルビル４階です。
〈日時〉12 月 12 日㈮ 18:20 ～ 19:50
〈講師〉「地域活性化とバイオマス」上
野裕士 氏（内外エンジニアリング㈱
取締役兼技術本部長）
問能登里山マイスター能登学舎
　☎ 88-2568

家庭教育電話相談員の養成講座  

　子を持つ親などの、家庭教育上の悩
みや困りごとに
ついての相談に
適切に助言でき
る相談員を養成
します。
〈日程・講師〉
【第１回】12 月
13 日㈯「カウン
セリング、電話
相談について」

森坂八重子先生（遊学館高等学校栄養
士・家庭教育相談員）
【第２・３回】1 月10 日㈯、２月28 日㈯
寺井弘実先生（金沢星稜大学人間科学
部准教授・臨床心理士）
【第４回】３月 14 日㈯
砂山俊英先生（七尾児童相談所指導員）
〈場所〉能都庁舎３階研修室
〈時間〉14:00 ～ 17:00　※定員 10 人
〈対象〉青少年の健全育成、家庭教育
に関心が高く、全日程受講できる人
〈受講料〉無料（教材費は別途必要）
〈申込期限〉12 月 10 日㈬
問生涯学習課 ☎ 72-2510

能登町役場各課直通電話番号一覧
【代表番号☎62-1000】
能都庁舎
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　税務課☎62-8505
　　収納対策室☎62-8506
　会計課☎62-8509
　監理課☎62-8504
　農林水産課水産分室☎62-8508
　環境対策課☎62-8507
　　能都サービス室☎62-8500
内浦庁舎
　健康福祉課
　　（児童保育）☎72-2512
　　（医療介護）☎72-2502
　　（福祉庶務）☎72-2503
　　（健康推進）☎72-2504
　　（包括支援）☎72-2513
　商工観光課☎72-2505
　　海洋深層水対策室☎72-2506
　学校教育課☎72-2509
　生涯学習課☎72-2510
　水道課☎72-2508　
　下水道課☎72-2507
　町民課☎72-2501
　　内浦サービス室☎72-2500
柳田庁舎
　広報情報推進課☎76-8301
　建設課☎76-8304
　農林水産課☎76-8302
　　農業委員会☎76-8303
　　柳田サービス室☎76-8300
議会庁舎
　議会事務局☎76-8310

 お知らせ
償却資産耐用年数が変わります  

　税制改正により機械および装置を中
心に資産区分の見直し、耐用年数の変
更が行われました。このため平成 21
年度分の償却資産（固定資産税）の申
告から、改正後の耐用年数を用います
のでご注意ください。詳しくは町ホー
ムページでご確認ください。
問税務課 ☎ 62-8505

工業統計調査にご協力ください  

　12 月 31 日現在で行います。調査の
実施については今年 12 月から来年 1
月にかけて調査員が伺います。調査票
に記入した内容は厳守されますので正
確に記入をお願いします。
問企画財政課 ☎ 62-8503

奥能登特産物の料理レシピ試食会  

　参加は無料です、お気軽にどうぞ。
〈日時〉12 月 10 日㈬ 11:00 ～ 12:30
〈場所〉能登空港ターミナルビル２階
　　　  市町ＰＲコーナー
問奥能登地区農林漁業女性交流会実行
　委員会 ☎ 0768-26-2323

  催  し・講  座
里山マイスター養成プログラム 

　3期受講生を募集します。多彩な講
師陣と共に実習を始めてみませんか。
〈募集定員〉15 人程度　※受講無料
〈受講資格〉能登の農林水産業への新
規参入を目指す人、関連するビジネス
起業や、里山里海の保全再生を志す人
〈受講期間〉平成 21 年４月～ 23 年３
月　隔週金曜日・毎週土曜日
〈場所〉金：能登空港 18:20 ～ 20:00
土：金沢大学里山マイスター能登学舎
（珠洲市三崎町）9:00 ～ 16:00　
〈申込期限〉平成 21 年２月 28 日㈯
〈選考方法〉書類審査、面接
問金沢大学地域連携推進センター
　☎ 076-264-6698

能登の素晴らしい魅力を再発見

　能登町で就職希望の人は必見です。
商工会を通して能登町を知ります。
〈日時〉12 月 17 日㈬ 14:00
〈場所〉能登町商工会（宇出津）
〈テーマ〉「醸しの郷の推進と雇用創出」
〈定員〉20 人　※参加無料
〈申込期限〉12 月 12 日㈮ 17:00
問町雇用創出連絡協議会（内浦庁舎内）
　☎ 72-1012

金沢地方検察庁
金沢弁護士会
問金沢地方・家庭裁判所
　☎ 076-262-4432

裁
判
員
制
度
Ｑ
＆
Ａ

　
　

〜
選
ば
れ
て
か
ら
慌
て
な
い
た
め
に
〜

　あなたも選ばれるかもしれない裁判員。平成
21 年５月21日から国民が裁判に参加する裁判
員制度がスタートします。

Ｑ
Ａ実際の審理日数は、それぞれの事件の内

容などにより異なりますので一概には言え
ませんが、約７割の事件は数日間で終わるので
はないかと見込まれています。国民の皆さんの
負担をできるだけ軽くする運用に努めていきたい
と思います。

Ｑ

Ａ支払われます。日当の具体的な金額は以
下のとおりです。

　　 ■裁判員および補充裁判員
　　　　１日当たり：10,000 円以内
　　■裁判員候補者　　　　　　　　　　　　
　　　　1日当たり：8,000 円以内

※このほか、裁判所から家が遠いなどの理由で宿泊しなければならない場合
　には、宿泊費が支払われます。

裁判は時間がかかるのでは？

裁判員には日当や交通費が
支払われるのですか？

★サンタがやってくる！
　空港にプレゼントを持ってやってきます！
　館内にて11:00 ～ 11:40、14:30 ～ 15:30
★クリスマスビンゴ大会　
　10:30 ～ 11:00、12:30 ～ 13:00
★クリスマスビデオ映写会（無料）
　14:30 ～ 15:00
★クリスマスカード作り体験（無料）
　10:00 ～ 12:00
★親子で作るクリスマスケーキ（無料）
　【申し込み】12 月 12日㈮までに往復はが
　きで申し込みください〈先着 20 組 40 人〉
問能登空港賑わい創出実行委員会
　〒 929-2392 輪島市三井町洲衛 10-11-1
　☎ 0768-26-2303

⑪

かがやく未来　地域とともに

はチームマイナス６％に参加しています。

『　　　　ツーショット』

有料広告有料広告 有料広告
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後
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で

日

■炭火焼き料理  お一人様 4,200円
　
■和食会席料理  お一人様 4,200円～

■和食・洋食詰め合わせ  10,000円

（牛ヒレ肉網焼き・アユの塩焼き・蒸し牡蠣・季節なべ・焼き鳥 ほか）

（和牛陶板焼きまたは季節なべ・刺身・天ぷら・海の幸とキノコホイ       
　ル焼き・山掛けそば・しば茸おろしあえ ほか）

冬のボーナスは 金利上乗せ定期預金

年末資金のご相談
　　　　　    受付中！

詳しくはお近くの窓口にお問い合わせください

■珠洲若山特急　12月 20日㈯をもって廃止
■宇出津真脇特急線
　12月21日㈰から「のと海洋ふれあいセン　
　ター発着」から「飯田車庫
　前発着」に一部変更
　問北鉄奥能登バス㈱
　　☎0768-22-2311

納期限：12月25日㈭   
　　固定資産（都市計画）税  第３期
　　国民健康保険税  第６期

火
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広告募集中
申し込み、問い合わせは
広報情報推進課（☎ 76-8301）まで

「広報のと」に広告を掲載しませんか？

くらしの  掲示板 
  募 　集
町営住宅の入居者を募集します 

〈募集期間〉12 月 1 日㈪～ 15 日㈪
〈対象住宅〉姫団地 ３DK 1戸（姫）
〈家賃〉月額 35,000 円　
〈入居資格〉
・能登町に住所を有する人（予定者も含む）
・住宅に困窮している人
・町税などの滞納がない人
・収入基準：所得月額が 20 万円超
・単身の人はご遠慮いただくことがあ     
   ります。
問 建設課 ☎ 76-8304

陸上自衛隊の生徒を募集します  

〈応募資格〉平成 21 年４月１日現在
で 15 歳から 17 歳未満の日本国籍を
有する男子（採用数：約 250 人）
〈受付期限〉平成 21 年１月６日㈫
〈試験日〉平成 21 年１月 10 日㈯
問自衛隊石川地方協力本部
　能登地域事務所 ☎ 0768-52-4175
　総務課 ☎ 62-8510

放送大学 4月生を募集します！  

　放送大学はテレビなどを利用して授
業を行う通信制の大学です。働きなが
ら学んで大学を卒業したい、学びを楽
しみたいなど、幅広い分野での学びが
可能です。資料を無料で差し上げます。
〈申込期限〉平成 21 年２月 28 日㈯
問放送大学石川学習センター
　☎ 076-246-4029

  相　談
ジョブカフェ出張相談 in能登町 

〈日時〉12 月 22 日㈪ 9:00 ～ 12:00
〈場所〉能都庁舎 １階集会室
〈内容〉就職支援のプロ「ジョブサポー
ター」が個別相談をはじめ、応募書類
の書き方、面接対策など一人ひとりに
合ったサービスや情報を提供します。
〈対象〉就職や仕事の相談を希望する
35 歳未満の人　※相談無料です　
〈申し込み〉電話予約が必要
問 ジョブカフェ石川能登サテライト
　☎ 0767-53-7070

12 月４日から 10日は人権週間  

　心配ごとなどがある人は、常設相談
をお気軽にご利用ください。
〈常設相談〉
　■金沢地方法務局人権擁護課　
　　☎０７６－２３１－１２４７
　■金沢地方法務局輪島支局　　
　　☎０７６８－２２－０４２６
　■女性の人権ホットライン　　
　　☎０５７０－０７０－８１０
　■子どもの人権 110 番　　　  
　　☎０１２０－００７－１１０

検察審査会をごぞんじですか？  

　交通事故、詐欺、おどしなど犯罪の
被害に遭ったが検察官がその事件を起
訴してくれない。このような不満をお
持ちの人は下記までご相談ください。
問輪島検察審査会 ☎ 0768-22-0054

弁護士が法律の相談に応じます 

　金沢弁護士会では能登法律相談セン
ターを運営しています。お気軽にご相
談ください。
〈12月の相談日〉４日、11 日、18 日、
（木曜日）13:45 ～ 16:15
〈場所〉穴水町地域情報センター
〈相談料〉30 分以内　5,000 円
〈申し込み〉相談日前日の午後 5時ま
でに電話で予約ください。
問 金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談をご利用ください 

　日常生活での悩みごとや心配ごとに
相談員が親身になってお応えします。
■能都庁舎  
　９日㈫、19 日㈮ 10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘　
　９日㈫ 10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター
　10 日㈬ 13:30 ～ 15:30
■小木支所　22 日㈪ 13:30 ～ 15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

有料広告

このサイズで広告料8,000円です。（町外業者は1万円）

石川県 最低賃金

必ずチェック！最低賃金
使用者も労働者も

６73円1時間
使用者はこれより低い賃金で
労働者を使用することはでき
ません。

詳しくは
「石川労働局」のホームページで！

有料広告 有料広告

ＪＡ内浦町葬祭センター
能登町字行延260（おくのといち内）

忌明法要・年忌法要・お料理・引出物
籠盛などのご注文も承ります。

葬儀についての
分からないこと、
不安なことなど、
お気軽にご相談ください。

24 時間
電話受付

能登町字行延260

ご贈答用にどうぞ！

●鏡餅・丸小餅・とぼ餅
　各種承ります！
●毎日おいしい餅製品が店頭に！

町は、毎年除雪計画を立て対策し
ています。しかし町道は国・県

道に比べると幅員が狭く、除雪機が入
らない道路があるなど完全な除雪がで
きないことがあります。
　万全な除雪体制の確立のため次のこ
とに注意して、みんなで力を合わせて
除雪に努めましょう。

①自動車の路上駐車・路上放置は絶
　対にしないでください。
②除雪機の前後に飛び出したり、進行
　の妨げにならないようにしましょう。
③屋根雪や住宅前の除雪は、各自で
　行ってください。
④狭い路地などは町内のみんなで除
　雪しましょう。
⑤道路 ( 特に通学路・歩道 ) に面する
　屋根には、雪止めをして事故防止に
　努めましょう。
⑥各町内にある消火栓・防火水槽・
　ごみ収集箱付近の除雪は町内みん
　なで行いましょう。
⑦除雪に際して、やむなく民地へ雪を
　押し出す場合もありますが、ご容認
　ください。
⑧除雪に関する問題については、まず
　区長・町会長までご相談ください。
　　　　　　　問建設課 ☎ 76-8304

お
い
し
い
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で
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　寒ぶりのおいしい時期は 12月中旬から１月中旬です。能
登町内の各お店では、ブリづくしの定食やコース料理などが
堪能できます。予約が必要ですのでお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　問商工観光課 ☎ 72-2505

■寒ぶりの解体・即売
　1回目：10:30～　2回目：14:00～　
　水揚げされたばかりの新鮮な寒ぶりをの目の前で
　解体、さばきたてをその場でご提供！

■港町宇出津 うまいもん横丁

　ブリ大根、ブリしゃぶ、ブリ照焼きなどブリ料理　
　がいっぱい！能登丼、お寿司など食べたいもの盛
　りだくさん！

■漁師のおかみさん市

　お父ちゃんが海でとってきた新鮮な魚介類を一気
　にドーンとご提供！冷凍イカを超価格にて販売！

■特産品が買える  いいもの市

■大漁鍋！

　早い者勝ち！なくな
　り次第終了です！

■こどもイベント

　12:30 ～ 13:30
　かわいいパフォー
　マンスをご覧あれ！

場 所　宇出津商店街特設会場
時 間　午前10時～午後3時

12
14 日



○のと鉄道ディーゼルカーNT200運転体験　
　12月 20 日㈯、21 日㈰（以後定期的に）
〈見所〉20 分の講習を受けた後、運転体験が
できます！参加費は 1万円。予約は体験予
定日の 2週間前までにお願いします。
問 NPO法人能登ネットワーク事務局
　☎ 0768-23-8181　

○能登總持寺祖院　ゆく子（とし）くる丑（とし）
　静と動の響
　12月31日㈬　22:30 ～
〈見所〉大晦日から新年を奥能登の總持寺で
過ごしませんか。御陣乗太鼓、開運もちつき、
飲食コーナーなど楽しい企画も盛りだくさん
です。

○朗読劇「親指こぞう」 チケット発売中！
　１月５日㈪～７日㈬　計５回上演
〈見所〉木くずを敷き詰めた中に並ぶベッド
が客席。おとぎ話「親指こぞう」を朗読する
声を「寝ながら聞く」不思議なお芝居です。
本の中に入ったかのような感覚をお楽しみく
ださい。
問ラポルトすず☎ 82-8200

中
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能登町からは「寒ぶりまつり」を紹介。

穴
水
町
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市
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洲
市

12 月の新刊案内

　夜　橋本 治　 一心斎不覚の筆禍　佐藤 雅美 
　肉屏風の密室　森　福都
　朝読新刊セット　童心社
　新刊絵本セット　童心社
　緑の文学館　新日本出版社　ほか

行事あんない

　■おはなし会　　　13 日㈯・17 日㈬ 14:30
　■おはなし学習会　10 日㈬ 19:30
　■おはなし勉強会　21 日㈰ 13:30
　■読書会（一般）  　25 日㈭ 13:30
〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日、  月末（図書整理日）

産
うぶごえ

声が消えていく
■太田 靖之
　ここに書かれたことは、日本の医療の現
実である。志を抱き奮闘する現役医師が書
いた衝撃の医療小説。

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:00　◆休館日  月曜日、第３日曜日
　　　　　　　　　　　　※年末年始 28日㈰～ 1月 4日㈰まで休館
5日㈮ 10:30　★ぴよぴよタイム
12 日㈮ 10:30　★ぴよぴよタイム
13 日㈯ 13:30　ごいた教室（小学生以上）
14 日㈰ 13:00　年賀状作り（小学生以上）
19 日㈮ 10:30　★身体測定
23 日㈫ 13:30　ノームクリスマス会（幼児は保護者同伴）

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
　　　　　　　　　　　　   ※年末年始 28 日㈰～ 1月 5日㈪まで休館
5日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
6 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
10 日㈬ 15:00　クリスマスミニお茶会
17 日㈬ 15:00　あっぷるくらぶ「ふれあいレクリエーション・２」
19 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
20 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」お楽しみ会
24 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「冬の星空ってどんなかな？」
※4日・11 日・18 日・25 日㈭ 10:00  児育て教室
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※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
　団などからの報告により掲載しています。

スポーツ
カルチャー
案内＆結果

Le
t's
 En
joy
 Sp
ort
s a
nd
  cu
ltu
re 華麗なプロの技とテニスの楽しさに触れる！

スポーツがつなぐ新しい出会い！

オータム・リーダースクール
　11月８日・９日、能登町スポーツ少年団のオータム・リーダー
スクールが内浦体育館と県立能登少年自然の家で行われ、団員
や指導者、保護者など80 人が参加しました。この活動は各少
年団の小学５・６年生を対象としてリーダーを育成することを目
的に毎年行われているもので、ニュースポーツやオリエンテー
リングなどで、協調性やリーダーとしての心構えを学びました。

華麗なプロの技とテニスの楽しさに触れる！
　元プロテニスプレーヤーの神和住純さん
を招いた「エンジョイテニスフェスティバル」
が 10 月 25日・26日の 2日間にかけて能
都健民テニスコートを会場に開催されまし
た。平井健一さん、平木理化さん、浅越し
のぶさんらも招待選手として参加するなど、
集まったテニス愛好者らと一緒にレッスンや
プレーを楽しんでいました。

町民ソフトバレーボール大会
〈日時〉平成 21年２月８日㈰
9:00 ～ 12:00　※参加無料
〈場所〉内浦体育館
〈部門〉男子の部・女子の部
〈チーム編成〉
・各公民館または町区長会単位で構成
・年齢制限は原則設けない
・１チーム４人以上（試合に出るのは
　４人で控え選手は何人でも可）
・男子の部に出場するチームへの女子
　の参加も可
問生涯学習課☎ 72-2510　
奥能登地区少年柔道大会 (10/26)

〈団体戦〉②雄志館Ａ（尾形怜雅、尾
形結熙、山本達也、石垣今日太、山本
竜之介）
〈個人小学 2年〉①尾形怜雅③松井幹
太、寺下竜生
〈個人小学 4年〉①尾形結熙
〈個人小学 5年〉①山本達也
〈個人中学生〉②東手純弥（能都中）
③東手翔太（能都中）
能登地区少年柔道志賀大会 (11/2)
〈個人小学 5年〉①山本達也（真脇小）
〈個人小学３年〉③尾形怜雅（宇出津小）

金沢市民マラソン大会 (11/9)
〈小学４年女子３㌔〉④南 安寿香
( 柳田陸上教室・12分 41秒）

■能都中学校
郡中学校新人大会（9/20・21）
〈野球〉①　〈剣道女子団体〉①
〈バレーボール女子〉②
〈ソフトテニス女子団体〉①
〈ソフトテニス女子個人〉
①佐々木・岩崎 組②河村・中野 組
〈相撲団体〉②　
〈相撲個人〉②橋本修弥
七尾市陸上競技選手権大会（10/13）
〈女子砲丸投〉①岡田莉歩（6m48）
②川端亜由香（6m38）
〈女子 400mR〉③岡田、川端、石垣、
干場（1分 3秒 3）
〈ジュニア男子 100m〉②本谷好啓（12
秒 44）③時長紫苑（12秒 66）
全能登中学校新人陸上競技大会(10/15)
〈1年女子100m〉④干場仁美（14秒52)
〈共通女子200m〉⑧干場仁美（31秒73)
〈共通男子200m〉②本谷好啓（25秒17)
⑧時長紫苑（26秒43)
〈共通男子100m〉②本谷好啓（12秒43)
⑦時長紫苑（12秒53)
全能登新人柔道（10/5）
〈男子55㎏級〉①東手翔太
全能登新人ソフトテニス大会（10/4）

〈女子団体〉②
〈女子個人〉①佐々木・岩崎 組

■柳田中学校
鳳珠郡中学校新人体育大会（9/20）
〈バレーボール女子〉①
全能登中学校新人陸上競技大会(10/15)
【男子】〈棒高跳〉①南 岳仁（2m50）
【女子】
〈100m〉⑧紺谷亜樹（14秒 31）
〈100H〉②信田有里彩（17秒 50）
〈走幅跳〉④森田智美（4m52）
〈走高跳〉①山本恵未（1m48）②信
田有里彩（1m42）
〈砲丸投〉②下野架菜子（9m77）
〈1年 100m〉②西かえで（14秒 17）
〈1年走幅跳〉⑤西かえで（4m13）
〈4×100mR〉③紺谷、西、山本、信田（56
秒 59）
一心杯バレーボール大会（11/3）
③女子バレーボール部

■鵜川中学校
北信越中学校ソフトテニス研修大会
(11/15)
〈女子団体〉①（元 悠香・谷内美咲、
山下藍里・道地佑李、山本未来・山瀬
侑希、小杉紗代・久山亜衣）
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能
登
交
通
安
全
協
会

安 心  安  全 ま ち づ く り

【入札結果】10月16日～11月15日
入札結果の掲載は、契約金額 500 万円以上が対象となります。詳しい入札結果（全件）
は町ホームページに随時掲載しています。 　　　　　　　　　　問監理課☎62-8504

件　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

地域住宅交付金事業　城野団地16号棟建設工事 宇出津山分 建設課 46,515,000円 ㈲ヒサダ工務店

公共下水道事業（松波処理区）　非常通報設備工事 松波 下水道課 7,654,500円 ㈱NTT西日本-北陸ITビジネスセンタ

公共下水道事業（松波処理区）　管渠築造工事　その2 松波 下水道課 27,300,000円 ㈱西中建設

瑞穂地区給水区域内無水源地域簡易水道事業
本木配水管布設工事 本木 水道課 16,170,000円 山本鉄工所

町道小浦8号線　道路改良工事 小浦 建設課 5,050,500円 ㈲木村建設

県単急傾斜地崩壊対策事業　立壁工事 立壁 建設課 6,930,000円 興信工業㈱

普通河川河ヶ谷川　河川災害復旧工事 河ヶ谷 建設課 9,639,000円 ㈲新出建設

普通河川久田川　河川災害復旧工事 久田 建設課 6,142,500円 ㈲山本組

町道2級笹川十郎原1号線　道路改良工事 十郎原 建設課 21,210,000円 北能産業㈱

街なみ環境整備事業　道路1号線舗装工事 宇出津 建設課 9,292,500円 丸建道路㈱

街なみ環境整備事業　道路1号線整備工事（1工区） 宇出津 建設課 9,775,500円 藤田建設運送㈲

街なみ環境整備事業　道路1号線整備工事（2工区） 宇出津 建設課 10,447,500円 ㈱鼎建設

街なみ環境整備事業　道路1号線照明灯設置工事 宇出津 建設課 7,213,500円 共和電設

農地・排水路災害復旧工事 当目 農林水産課 5,964,000円 寺西建設㈱

柳田地区簡易水道再編推進事業　五十里浄水場敷地造成工事 五十里 水道課 22,008,000円 ㈲飯田組

吉
野
大
介
消
防
副
士
長
が
最
優
秀
賞

奥能登広域圏消防職員意見発表
会が 10月 29日、奥能登広域

圏事務組合消防本部（輪島市）で
行われ、能登消防署の吉野大介消
防副士長が最優秀賞に輝きました。
　吉野消防副士長は、12 月５日に
県消防学校で開催される「石川県
消防職員意見発表会」に奥能登広
域圏代表として出場します。

高倉分団に新型ポンプ自動車配備 奥
能
登
広
域
圏
消
防
職
員
意
見
発
表
会

高倉分団車庫前で 11月３
日、新型ポンプ自動車

の入魂式が行われ、持木町長
から山本勉団長へ目録が手渡
されました。式の後には高倉
分団員による放水が披露さ
れ、万が一のときに町を守る
心を新たにしました。

　
　
　
　

【
Ｑ
１
】
国
民
年
金
に
加
入
す
る
の

は
ど
の
よ
う
な
人
？

【
答
え
】

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
全
員
が
加
入
と
な
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。（
会
社
員
・
公
務

員
は
除
く
）

【
Ｑ
２
】
会
社
を
退
職
し
2
カ
月
後

に
再
就
職
す
る
予
定
で
す
が
、
加
入

は
必
要
で
す
か
？

【
答
え
】

　

再
就
職
ま
で
の
２
カ
月
間
は
、
第

2
号
被
保
険
者
か
ら
第
1
号
被
保
険

者
と
い
う
こ
と
に
な
り
国
民
年
金
加

入
と
な
り
ま
す
。

【
Ｑ
３
】
結
婚
し
て
夫
の
扶
養
と
な
っ

た
場
合
の
手
続
き
は
？

【
答
え
】

　

勤
務
し
て
い
る
会
社
や
共
済
組
合

に
第
3
号
被
保
険
者
関
係
届
を
し
て

く
だ
さ
い
。　
　

【
Ｑ
４
】
夫
が
退
職
す
る
と
、
扶
養

で
あ
る
配
偶
者
の
わ
た
し
も
届
け
出

が
必
要
で
す
か
？

【
答
え
】

　

ご
主
人
が
60
歳
前
で
あ
れ
ば
第
2

号
被
保
険
者
か
ら
第
1
号
被
保
険
者

に
な
り
加
入
と
な
り
ま
す
。
妻
も
60

歳
前
で
あ
れ
ば
第
3
号
被
保
険
者
か

ら
第
1
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

【
Ｑ
５
】
海
外
に
留
学
し
て
い
る
と

き
や
、
住
ん
で
い
る
と
き
は
加
入
す

る
の
で
す
か
？

【
答
え
】

　

日
本
に
住
所
が
あ
れ
ば
国
民
年
金

の
加
入
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
所

が
な
い
場
合
は
申
し
出
に
よ
り
任
意

加
入
と
な
り
ま
す
。

【
Ｑ
６
】国
民
年
金
加
入
期
間（
25
年
）

を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
60
歳
を
過

ぎ
て
も
加
入
で
き
ま
す
か 

？

【
答
え
】

　

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
Ｑ
７
】
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
し
た
が
、
会
社
に
勤
め
ま
し
た
。

届
け
出
は
必
要
で
し
ょ
う
か
？

【
答
え
】

　

第
１
号
被
保
険
者
は
第
２
号
被
保

険
者
と
な
り
喪
失
届
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
第
3
号
被
保
険
者
は
夫
の
勤

務
先
に
連
絡
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
該
当
し
た
人
は
…

　

会
社
に
入
社
・
退
職
、
ま
た
能
登

町
に
転
入
さ
れ
た
場
合
は
、
14
日
以

内
に
役
場
各
庁
舎
の
窓
口
で
資
格
取

得
や
喪
失
届
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
届
け
出
る
と
き
必
要
な
も
の

〈
加
入
届
の
と
き
〉

　

・
退
職
証
明
書
や
離
職
証
明
書

　

・
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
）

〈
喪
失
届
の
と
き
〉

　

・
健
康
保
険
証
や
加
入
証
明
書

　

 

・
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
）

　　
問
七
尾
社
会
保
険
事
務
所

　
　

☎
０
７
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５
１
１

町
民
課
年
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☎
72

－

２
５
０
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能
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サ
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☎
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－
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柳
田
サ
ー
ビ
ス
室
☎
76

－

８
３
０
０

種　別 内　訳 届出先

国
民
年
金

第１号
被保険者

学生・自営業・自
由業（保険料を納
める人です）

役　場

第３号
被保険者

会社員・公務員な
どに扶養されている
妻または夫

事業所

厚
生
年
金

共
済
年
金

第２号
被保険者

会社員・公務員（保
険料は給料から） 事業所

暖房器具の取り扱いに気をつけて！
①安全装置の付いたものを使用しましょう！
②ストーブの前に燃えやすい物やスプレー缶は置かない！
③給油は確実に火を消してから行い、換気はこまめに！
④外出時・就寝時には火を消しましょう！
⑤暖房器具で洗濯物などを乾かすことはやめましょう！
⑥長時間使用しないときはコンセントを抜きましょう！

木 土12月11日　～20日
年末の交通安全県民運動

〈運動の重点〉
　◆高齢者の交通事故防止に努めよう
　◆飲酒運転を根絶しよう（北陸３県統一重点）
　◆夜間の交通事故防止と冬道の安全走行に
　　努めよう
　◆すべての座席のシートベルトとチャイルド
　　シートの正しい着用をしよう

★交通死亡事故抑止
　・過去最少の交通事故死亡者数 50 以下を目
　　指す「アンダー 50 作戦」を実施中！
　・「夜光反射材ピカピカ作戦」
　　を実施中！

　師走に入り、慌ただしさから気が緩みやすい
時期となりました。犯罪被害に遭わないよう、い
つも以上に注意しましょう！

◆鍵をかける！
　・外出をするときや就寝時は、
　　家や納屋に鍵をかけましょう！
　・金融機関やスーパー、コンビニを利用する
　　ときには車に鍵をかけましょう！

　・自転車やオートバイから離れるときも鍵を
　　かけましょう！

◆振り込め詐欺に注意！
　・『今日中に』『今すぐ！』などとATM へ急が
　　せる電話に気をつけましょう。
　・エクスパックで現金を送金させる詐欺も発
　　生しています。※エクスパックで現金を郵送
　　することは禁止されています。

北陸３県統一スローガン

年金加入と喪失

Q＆Ａ

12月15日　～1月5日月 月
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乳児健診・BCG接種
〈日　時〉12 月 11 日㈭　〈受付時間〉13:10 ～ 13:30
〈場　所〉能都庁舎 １階集会室
〈対象児〉平成 20 年 7月 13 日～ 8月 31 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、ＢＣＧ予診票、
　　　　  バスタオル、おむつ

献血のお知らせ
〈日　時〉12 月 17 日㈬ 9:00 ～ 12:00 、 13:00 ～ 15:00
〈場　所〉能都庁舎　〈対　象〉18 歳～ 69 歳までの人

１歳６カ月児健診
〈日　時〉12 月 4 日㈭　
〈受付時間〉13:00 ～ 13:20
〈場　所〉能都庁舎 １階集会室
〈対象児〉平成 19 年４月 16 日～
５月 20 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、

　　　　　　　　　　　　　　　健診おたずね票

　

　今年 10月、能登町内の全保育所・保育園で、3 歳以上
児クラスの園児を対象に、給食で食べる「ご飯の量調査」
を実施しました。その結果、1 園児当たり平均のご飯を食
べる量が約 90 ㌘でした。これは目安量となる 110 ㌘を下
回り、ご飯を食べる量が少ない傾向にあることが分かりま
した。また最も多い園児で 200 ㌘、最も少ない園児で 40
㌘と個人によってご飯を食べる量に大きな差があることも
分かりました。（町内の保育所・園では３歳以上児のご飯
摂取量を「110 ㌘」とし、必要栄養目標量を満たす給食を
提供しています）

　

　日本人全体で見ても、お米の消費量は年々減少し、肉や
乳製品など畜産物の摂取が増えています。また量は少ない
ものの油脂類が３倍あまりに増えています。こうした食生
活の変化（洋風化）によって、脂質の取り過ぎが原因とみ
られる肥満や糖尿病、さら
にメタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）の予備
群が若い世代に及ぶ傾向
が見られています。ご飯の
良さを見直し、家族みんな
でご飯を適量食べることを
心掛けましょう。

　

　ご飯が主役となっている和食中心の食事には、子どもか
ら大人までの元気のもとがたくさん詰まっています。

■ご飯が体に良いわけ　

①エネルギーのもとになる炭水化物と体内で合成できない
　必須アミノ酸（たんぱく質）をバランス良く含み、食事
　の要となる食べ物です。
②どんなおかずとも相性が良いので多様な食材を使った栄
　養バランスのよい献立となります。
③整腸作用を持つ食物繊維と同様の働きをする難消化性
　デンプン（レジスタントスターチ）を含み、便秘や大腸
　ガンの予防に有効です。
④粒で食べるため、しっかり噛むことになり、消化・吸収
　が緩やかになります。このため、余分なエネルギーを体
　脂肪に変えて蓄える作用があるインスリンの分泌をあま
　り刺激しません。こうしたことから主食としてご飯は、パ
　ンよりも肥満や糖尿病の予防には有効です。

　平成 17 年 10 月の国勢調査人口を用いて推計すると、
日本人の 40 歳から74 歳男性の２人に１人、女性の５人
に１人がメタボリックシンドロームが強く疑われる人、また
は予備群と考えられています。
　該当者数は約 920 万人。予備群者数は約 980 万人で、
合わせて約 1,900 万人といわれています。

健康福祉課 ☎ 72-2504

　泌尿器科では主に
男性生殖器と尿路に
関係する腎臓・尿管・
膀
ぼうこう

胱・前立腺・睾
こうがん

丸
などの分野の診療を
行っています。
　泌尿器科で診療す
る主な病気には、腎

癌
がん

、尿管癌、前立腺癌、膀
ぼうこう

胱癌、急性腎
じん う

盂腎炎、前立腺炎、
膀
ぼうこう

胱炎、前立腺肥大症などがあります。
　なかでも前立腺癌は、男性がかかる癌の 10％を占めて
いて、年々患者さんの数も増加しています。前立腺癌の初
期には症状が少なく、発見が遅れることもあるので、リスク
が高まる50 歳以上の男性はＰＳＡ（前立腺腫瘍マーカー）
の検査を受けることが大切です。

　排尿に関して、尿失禁（尿もれ）・排尿困難（尿が出に
くい）・血尿・おねしょなどの症状がある人は、気軽にご相
談ください。

■診療科からこんにちは！ カルテ④  ～泌尿器科 編～

■小児科専門外来診察日
　〈小児神経〉12 月 16日㈫ 14:00 ～ 16:00　

■年末年始の休診について
　12月 27日㈯から１月４日㈰まで休診です。
　※救急患者は通常どおり受け入れます。

■診察日および担当医師
診察科 診察時間 月 火 水 木 金

泌尿器科 8:30～　
　12:00

谷口
森田（非) 谷口

谷口
鈴木教授※ 谷口 谷口

　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※鈴木教授の診察は第１・３水曜日です

☎ 62-1311　http://www.hospitalnet.jp/　診療情報は、病院ホームページで確認できます。

公立宇出津総合病院だより公立宇出津総合病院だより

能登町保育所・保育園給食に持参したご飯量調査
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「年末年始、  子どもたちの安心のために…」

■救急診療時間：9:00 ～ 12:00
27日 28日 29日 30日 31日 1月1日 ２日 ３日

公立宇出津総合病院 ☎ 62-1311 － － － － 救急 救急 － －

珠洲市総合病院 ☎ 82-1181 － － 救急 － － － 救急 －

市立輪島病院 ☎(0768)22-2222 － 救急 － － 救急 － 救急 －

まるおかクリニック ☎(0768)52-8228 午前診療 － 平日診療 救急 － － － 救急

　能登地区の小児科医師が連携し、年末年始に小さなお子さんが安心して過ごせるように小
児救急医療を下記の日程で行います。なお、診察を受けるときは必ず事前に連絡し、担当医
の変更などがないか確認をお願いします。

能登北部
医師会より

※宇出津病院は 31日・1日以外の日についても、小児救急の受け入れを行います。
2008.12  № 4633

　      ■ご飯の目安量
     　１食当たり（成人一般）　
150～200㌘（ごはん茶

わん一杯）程度
　※個人によって異なります



特集番組！　

★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

★きらきらチャンネル（自主制作番組）　　■とくトクたいむ（提供番組）　

放
送
時
間

月～金 翌日
 　 18:30 ～（初回） 6:35 ～
 　 19:30 ～ 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
　  23:30 ～

土曜日午後６時から前週分、日曜日午後１時
から前々週分を再放送しています

月の
番組案内12

のとほっとらいん

特集番組
放送時間

月～土曜日

① 10：00
　（初回）
② 16：00
③ 20：00
④ 22：00

有
線
テ
レ
ビ
使
用
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。【
今
月
の
納
期
限

：

12
月
29
日
㈪
】

こ せ き

の ま ど

10/15 ～ 11/14

※個人情報保護のため、本人またはご家族   
     の希望があったものを掲載しています

　「公立宇出津総合病院勤務を命

ずる」。平成 11 年 7 月 1 日に受

け取った一枚の辞令から、今回の

地域医療特集は始まっていたのか

もしれない。その後 2年 9カ月勤

務した宇出津病院には、たくさん

の人との出会いがあり、多くのこ

とを学ばせてもらった。広報担当

になってからは、いずれ「宇出津

病院」の特集を組みたいと思うよ

うになっていた。かけがえのない

時間を共有した宇出津病院のため

に、何かしたいと考えていた。

　そして今年、12月号の特集テー

マを「地域医療」に決める。国の

政策、県の計画、大学病院や開業

医、そして命が絡む重くて難しい

テーマ。厳しい現実を伝えながら

も、みんなが読んで良かったと思

うような特集を目指し、企画・展

開は何度も何度も練り直した。

　今、改めて編集作業を振り返る

と、取材に協力してくれた多くの

人の思いが、自分の編集を通して

一つになっていくような感覚だっ

た。その思いを感じてほしい。そ

して考えてほしい。「もしも宇出

津病院がなかったら―」と。

　病院で背丈に合わない使いにく

そうな杖をついて歩くおばあちゃ

んがいた。足が届かない自転車に

乗ったおじいちゃんが車の前を横

切った。「誰も何も言わんがかな」

声をかけてもいいのか躊躇してい

た。年老いた自分を想像して、何

でも話し合える人がそばにいてく

れることの幸せを感じていた。

人口（人） 21,942 － 18
男 10,335 － 3
女 11,607 － 15

世帯数（戸） 8,106 － 11

外国人登録者（人） 322
男 164
女 158

先月比
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所 

※日曜リクエストは、「きらきらチャンネル」で放送した番組の中から再放送しています。番組のリクエストは広報情報推進課☎ 76-8301 まで。
　放送時間は、毎週日曜日の① 8:00 ② 10:00 ③ 12:00 ④ 16:00 ⑤ 18:30 ⑥ 20:00 ⑦ 21:30 の 7回です。

★「第4回能登町民文化祭」  1日㈪～13日㈯　
　11月２日に行われた町民文化祭芸能部門の模様を４回に分けて放送します！

◆その①　12月１㈪～３日㈬
・大正琴（琴城流 柳田教室、宇出津教室）・舞踊（珠山会、珠山流 陽恵津会）

・フラダンス（カフラ・オ・ハワイ宇出津教室）・民謡（藤白会）

◆その②　12月４日㈭～６日㈯
・舞踊（牧園流）・民謡（美すず民謡会【宇出津・小木・真脇】）

・詩吟（宇出津吟詠会）・舞踊（治友会、治寿々会）

◆その③　12月８日㈪～10日㈬
・津軽三味線（藤声会宇出津教室）・コーラス（鵜川「エトワール」）

・大正琴（琴名流 柳田百合根の会、のときりしま会）・舞踊（扇寿会、勘実穂会）・民謡・詩吟（北陸 紫虹会）

◆その④　12月11日㈭～13日㈯
・民謡（美すず民謡会松波支部）・コーラス（秋吉ママレモンズ）・謡曲（内浦謡曲会）・民謡（杉山民謡会）

・舞踊（珠山会、珠山流 陽恵津会）

能登町有線テレビを見学に訪れ、スタジ
オで実際にアナウンサー体験をする鵜川
小学校 5 年生の皆さん

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト

★能登町議会12月定例会　

■野村の自由学校「熟年夫婦のドイツ手作り紀行」 12/18 ㈭まで
　ドイツに魅了されて定年後８回もドイツを訪問している井

いせき

関夫妻に、現地
　での出会いや体験を聞いて、自由気ままな旅の良さを教えてもらいます。

★能登町議会12月定例会　 12/21 ㈰・28 ㈰を除く 12/30 まで
　12 月議会定例会の模様を、数回に分けてお送りします。

★第4回能登町民文化祭  その① 12/3㈬まで ★第4回能登町民文化祭  その② 12/6㈯まで

★第4回能登町民文化祭  その③ 12/10㈬まで ★第4回能登町民文化祭  その④ 12/13㈯まで

★能登町議会12月定例会

★大晦日だよ！
　10ch

清
佐
美み
さ
き咲　

卓
史
・
亜
沙
美　

宮　

犬

上
野
花は

な奈　

陽
司
・
七
美　

崎　

山

芦
田
詩う
た
ろ
う郎　

正
志
・
実
基　

中　

斉

垣
内
律り
つ
き希　

健
一
・
亜
由
子　

宮　

犬

櫻
井
の
ど
か　
秀
斗
・
い
つ
か　

崎　

山

埓　

拓た
く
や也　

浩
司
・
規
美
代　

松　

波

篠
原
笙し
ょ
う
た太　

博
・
愛
子　
　

山　

田

橋
本
恋こ
よ
り依　

洋
一
・
和
子　

上　

町

下
窪
成
佳　
　

曽　

又

手
口
静
子　
　

穴
水
町

藤
原
義
久　
　

波　

並

小
浦
泰
子　
　

崎　

山

大
畑　

亮　
　

宇
出
津

戸
田
聡
子　
　

千
葉
県

𠮷
野
裕
幸　
　

矢　

波

笠
井
裕
子　
　

金
沢
市

西
尾
謹
一　
　

桐　

畑

芦
田
真
由
美　

中　

斉

松
島
徳
造　
　

上
長
尾

畠
中
静
香　
　

宮　

地

鵜　

川

波　

並

東
京
都

矢　

波

桐　

畑

上
長
尾

（（（（（（

浅
山
せ
き　

   　

 

100
歳　
　

清　

真

德
田
幸
子　
　
　

73
歳　
　

宇
出
津

久
山
幸
一　
　
　

91
歳　
　

清　

真

國
谷　

泉　
　
　

68
歳　
　
　

姫

大
濱
正
博　
　
　

40
歳　
　

松　

波

水
本
政
雄　
　
　

89
歳　
　

宇
出
津

田
尻　

博　
　
　

61
歳　
　

小
間
生

里
谷
金
松　
　
　

83
歳　
　

白　

丸

藤
村
た
に　
　
　

99
歳　
　

鵜　

川

岩
崎
長
一　
　
　

84
歳　
　

柳　

田

府
中
一
二　
　
　

70
歳　
　

崎　

山

脊
戸
貞
子　
　
　

93
歳　
　

宮　

犬

橋
谷　

夫　
　
　

84
歳　
　
　

姫

坂
下
五
月　
　
　

77
歳　
　

鵜　

川

河
村
文
子　
　
　

87
歳　
　

宇
出
津

矢
後
彌
一　
　
　

80
歳　
　

四
方
山

垣
内
茂
彦　
　
　

83
歳　
　

河
ヶ
谷

籔
下
繁
雄　
　
　

79
歳　
　

羽　

根

千
德
統
光　
　
　

73
歳　
　

当　

目

國
重
冨
士
子　
　

76
歳　
　

宇
出
津

東　

ヨ
シ
イ　
　

95
歳　
　

藤
ノ
瀬

須
見
き
よ　
　
　

79
歳　
　

恋　

路

吉
延　

吉　
　
　

85
歳　
　

時　

長

澤
木
つ
ぎ　
　
　

91
歳　
　

布　

浦

藤
村
𠮷
政
さ
ん
（
鵜　

川
）
10
万
円

橋
谷　

渉
さ
ん
（　

姫　

）
10
万
円

垣
内
ふ
み
さ
ん
（
河
ヶ
谷
）
５
万
円

吉
延
孝
治
さ
ん
（
時　

長
）
20
万
円

東　

靖
夫
さ
ん
（
藤
ノ
瀬
）
10
万
円

宇
出
津
婦
人
会　
　
　
　
　

１
万
円

匿
名　
　
　
　
　
　
　

６
１
５
１
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

年末年始のごみ収集･受け入れ
27日㈯ 28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ 31日㈬ 1月1日㈭ ～ 4日㈰ 5日㈪

ごみ
収集

能都地区 ×

全て
休み

収集カレンダーの
とおり

収集カレン　      
ダーのとおり 
（午前中で終了）

全て休み

収集カレ
ンダーの
とおり

内浦地区 ×
柳田地区 ×

奥能登ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ ● ● ● ▲ ●
内浦ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ × ● ● ▲ ●
能都埋立処分場 ● ● ● ▲ ●

し尿収集
× × ▲ 30 日から１月４日まで休み 収集

年内の汲み取り・清掃を希望の人は 12月 15 日㈪までに
のとクリーンサービス（☎62-4400）に申し込みください。

●受け入れ（8:30 ～ 16:30）　▲午前中のみ営業（8:30 ～ 11:30）　×：休業
※能登三郷斎場は 1月 1日のみ休業

問 環境対策課 ☎ 62-8507

342008.12  № 4635

平成 20年 11 月 1日現在


